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新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
翻
刻

駒

井

信

勝

別

所

弘

淳

松

本

亮

太

一
、
は
じ
め
に

　
前
稿
（『
現
代
密
教
』
第
三
三
号
所
収
「
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
上
翻
刻
」）
で
は
、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
三
巻
（
資

料
番
号
：
新
文
庫
蔵
五
八
八
番
（
み
─
96
））
の
う
ち
、
巻
上
の
翻
刻
報
告
を
行
っ
た
。
ま
た
併
せ
て
、
中
性
院
俊
音
房
頼
瑜
（
一

二
二
六
～
一
三
〇
四
）
撰
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』（
以
下
、
頼
瑜
『
勘
註
』）、
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』（
以
下
、『
新
文
庫
本
』）
巻

上
、
智
山
第
七
世
元
春
房
運
敞
（
一
六
一
四
～
一
六
九
三
）
撰
『
秘
蔵
宝
鑰
纂
解
』（
以
下
、
運
敞
『
纂
解
』）、
堅
康
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』

（
以
下
、『
堅
康
本
』）
と
で
相
違
す
る
本
文
中
の
読
み
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
読
み
の
変
遷
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
っ
た
。

こ
の
翻
刻
報
告
と
読
み
の
変
遷
の
検
討
を
行
う
目
的
は
、
次
の
よ
う
な
前
提
に
基
づ
く
。

・�『
新
文
庫
本
』
の
奥
書
に
は
、
慶
讃
版
『
十
巻
章
』（
宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
千
二
百
五
十
年
奉
修
記
念
出
版
『
十
巻
章
』（
真
言
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宗
智
山
派
宗
務
庁
、
二
〇
二
三
））
製
作
に
当
た
っ
て
使
用
し
た
、
智
山
書
庫
所
蔵
の
堅
康
・
弘
現
・
覚
本
の
奥
書
と
同
様
に
、「
頼

瑜
」・「
純
亮
」・「
賢
秀
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・�『
新
文
庫
本
』
は
、
運
敞
の
校
合
が
行
わ
れ
る
以
前
の
本
で
あ
る
た
め
、
頼
瑜
由
来
の
読
み
が
、
運
敞
以
降
の
本
よ
り
も
、
よ
り

反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

・�『
新
文
庫
本
』
は
、
表
紙
裏
に
記
さ
れ
る
識
語（
１
）に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
頼
瑜
の
訓
点
が
記
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
根
来
寺
の
訓
点

を
も
付
す
大
変
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
こ
の
頼
瑜
・
根
来
寺
の
二
様
の
読
み
が
、
運
敞
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
堅
康
・

弘
現
・
覚
本
の
読
み
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
す
な
わ
ち
、
頼
瑜
『
勘
註
』
の
読
み
と
、『
新
文
庫
本
』
に
付
さ
れ
た
運
敞
校
合
以
前
の
読
み
、
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
、
慶
讃

版
『
十
巻
章
』
に
反
映
さ
せ
た
運
敞
校
合
以
降
の
読
み
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
智
積
院
に
お
い
て
「
頼
瑜
の
読
み
」
と
伝
承
さ
れ

る
読
み
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
検
討
を
行
う
基
礎
作
業
と
し
て

『
新
文
庫
本
』
を
翻
刻
し
て
、
頼
瑜
点
・
根
来
点
の
報
告
を
行
う
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
読
み
の
変
遷
に
つ
い
て
の
検

討
を
行
う
こ
と
で
期
待
さ
れ
る
成
果
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

① �

頼
瑜
『
勘
註
』
と
『
新
文
庫
本
』
の
頼
瑜
点
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
頼
瑜
の
著
作
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
「
頼
瑜
の

読
み（
２
）」
と
、
智
積
院
に
伝
承
さ
れ
た
「
頼
瑜
の
読
み
」
に
異
同
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

② �『
新
文
庫
本
』
の
頼
瑜
点
・
根
来
点
と
運
敞
『
纂
解（
３
）』

と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
運
敞
が
頼
瑜
点
・
根
来
点
の
い
ず
れ
を
重
視
し

て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③ �

②
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
慶
讃
版
『
十
巻
章
』
の
読
み
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
運
敞
以
降
の
智
積
院
に
お
け
る
「
十
巻
章
」
の

修
学
に
お
い
て
は
、
頼
瑜
点
、
根
来
点
、
運
敞
の
読
み
の
い
ず
れ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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以
上
の
よ
う
な
経
緯
、
目
的
に
基
づ
い
て
、
本
稿
で
は
引
き
続
き
、『
新
文
庫
本
』
巻
中
の
翻
刻
報
告
と
、
読
み
の
変
遷
に
関
す

る
検
討
を
行
う
。

二
、
書
誌
情
報

　
本
稿
で
取
り
扱
う
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
（
第
二
帖
）
の
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（
４
）。

史
料
名
：
秘
蔵
寳
鑰
　
員
数
：
三
帖
　
資
料
番
号
：
新
文
庫
蔵
五
八
八
番
（
み
─
96
）

第
二
帖

版
本
。
粘
葉
装
。
法
量
縦
二
五
・
〇
糎
×
横
一
五
・
七
糎
。
二
八
丁
。
頁
六
行
、
一
行
一
七
字
。
無
界
。
書
入
（
墨
・
朱
）・
仮

名
（
墨
・
朱
）・
返
点
（
墨
・
朱
）・
声
点
（
墨
・
朱
）・
合
点
（
墨
・
朱
）・
朱
合
符
・
朱
引
・
朱
区
切
点
ア
リ
。
虫
損
ア
リ
。
料

紙
は
楮
紙
（
装
飾
：
具
引
）。
表
紙
素
紙
。

外
題
（
直
書
、
表
紙
左
上
）「
秘
藏
寳
鑰
巻
中
」
表
紙
右
上
「
五
地
函
」

表
紙
裏
「
墨
声
墨
仮
名
并
点
朱
引
朱
ノ
導
朱
ノ
句
切
　
頼
─
御
点
也

　
　
　
　
朱
点
朱
仮
名
朱
声
以
別
本
点
了
　
是
亦
根
来
寺
点
也
」

内
題
「
秘
蔵
寳
鑰
巻
中
」

尾
題
「
秘
蔵
寳
鑰
巻
中
」、
尾
題
左
「
奉
報
　
大
師
之
遺
恩
為
遂
現
當
之
／
心
願
謹
以
開
印
板
矣
」

奥
書
「�（
御
本
云
）
永
仁
二
年
九
月
二
日
於
中
性
院
一
部
十
巻
私
意
楽
任
点
畢
是
偏
為
初
心
／
末
学
歟
後
賢
刊
定
而
已
　
南
山
隠

老
権
律
師
頼
瑜
（
春
秋
／
六
十
九
）
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天
文
十
三
年
三
月
十
七
日
以
御
正
本
朱
墨
点
畢
　
純
亮

　
　
　
寛
永
四
年
（
丁
卯
）
八
月
十
三
日
写
点
訖
　
正
運
　
賢
秀
」

印
記
（
一
丁
右
下
、
朱
方
印
陽
刻
複
廓
）「
妙
智
院
」（
縦
五
・
〇
糎
×
横
二
・
〇
糎
）

三
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
よ
り
新
た
に
付
さ
れ
た
記
号
に
つ
い
て

　
本
稿
で
取
り
扱
う
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
に
お
い
て
も
、
前
稿
と
同
様
に
、《
返
り
点
》《
合
付
》《
区
切
り
点
》《
声
点
》
が
付
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
号
に
つ
い
て
は
、
前
稿
第
三
節
「
本
文
に
付
さ
れ
る
記
号
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
節
で
は
、
本

稿
に
お
い
て
取
り
扱
う
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
よ
り
新
た
に
本
文
に
付
さ
れ
た
、《
合
点
》《
朱
引
》
の
二
つ
の
記
号
に
つ
い
て
簡
単
に

解
説
し
て
お
く
。

　《
合
点（
５
）》

　
文
章
中
の
項
目
や
漢
文
の
訓
点
な
ど
に
、
心
覚
え
の
た
め
に
鉤
型
や
「
〽
」
の
記
号
を
付
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
付
し
た
記
号
の

こ
と
。
回
状
な
ど
で
は
、
合
点
を
付
す
る
こ
と
で
「
確
か
に
認
め
た
」
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
和
歌
・
連
歌
な
ど
で
、
よ
し
と
す
る

も
の
に
鉤
型
の
し
る
し
を
付
す
こ
と
、
ま
た
そ
の
付
し
た
記
号
の
こ
と
。
本
史
料
で
は
巻
中
に
の
み
付
さ
れ
る
。

　
本
史
料
に
合
点
が
付
さ
れ
る
理
由
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、「
第
四
唯
蘊
無
我
心
」
段
の
十
四
問
答
冒
頭
と
、「
第
五
抜
業

因
種
心
」
段
の
「
復
次
有
二
種
因
有
二
種
縁
」「
復
次
有
二
種
因
縁
」
が
連
続
す
る
部
分
に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文

章
の
項
目
や
区
切
り
を
強
調
す
る
際
に
合
点
を
付
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　《
朱
引（
６
）》

　
漢
文
訓
読
に
お
い
て
、
人
名
、
地
名
、
書
名
な
ど
を
示
す
た
め
に
朱
で
書
き
加
え
た
記
号
の
こ
と
。
本
史
料
で
は
人
名
と
地
名
（
王
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朝
名
）
に
付
さ
れ
る
。

　
巻
中
の
朱
引
（
人
物
）
は
、
人
名
の
下
部
中
央
に
「
－
」
と
付
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「
伶
倫
」（
音
律
を
定
め
た
と
さ
れ
る
伝
説
上

の
人
物
）
に
は
「
伶
倫
－
」、「
義
献
」（
東
晋
時
代
の
名
筆
家
で
あ
る
王
義
之
と
王
献
之
）
に
は
「
義
－
献
－
」
の
よ
う
に
、
基
本

的
に
一
人
物
に
つ
き
「
－
」
が
一
つ
付
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
箇
所
の
み
「
孔
李
」（
孔
子
と
老
子
）
と
二
名
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
孔
李
－
」
と
「
－
」
が
一
つ
だ
け
付
さ
れ
て
い
る
。
巻
中
の
王
朝
名
に
付
さ
れ
る
朱
引
は
、「
夏
」「
殷
」
の
よ
う
に
、

文
字
の
右
側
に
「
─
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
巻
下
「
第
九
極
無
自
性
心
」
段
に
も
人
名
に
付
さ
れ
る
朱
引
が
若
干
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
の
朱
引
は
巻
中
の
付
し
方
と
は

異
な
り
、「
杜
順
」「
智
儼
」「
法
蔵
法
師
」
の
よ
う
に
、
人
名
を
貫
く
よ
う
に
「
─
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

四
、
凡
例

１
　�

本
稿
は
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
本
文
に
書
き
加
え
ら
れ
た
、
ル
ビ
、
送
り
仮
名
、
返
り
点
、
合
付
、
声
点
等
の
「
訓
読

の
た
め
の
加
点
」
の
翻
刻
で
あ
る
。

２
　�

原
則
と
し
て
、
原
本
に
お
い
て
黒
色
で
記
さ
れ
て
い
る
文
字
や
記
号
は
黒
色
、
朱
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
灰
色
で
示
し
た
。

（
黒
、
朱
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
表
紙
裏
の
識
語
（
注
１
）
参
照
）

３
　�

声
点
が
同
一
箇
所
に
黒
と
朱
の
両
方
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
例
外
と
し
て
「

」
で
示
し
た
。

４
　�

返
り
点
、
合
付
、
声
点
な
ど
の
記
号
に
つ
い
て
は
、
つ
と
め
て
原
本
に
記
さ
れ
て
い
る
位
置
と
同
様
の
位
置
に
示
し
た
。（
各

記
号
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
前
稿
第
三
節
、
な
ら
び
に
本
稿
前
節
参
照
）

５
　�

史
料
中
に
文
字
や
記
号
の
所
在
が
確
認
で
き
る
が
、
虫
損
や
汚
れ
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
箇
所
に
は
□
を
記
し
た
。
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６
　�

返
り
点
に
つ
い
て
、
現
代
の
用
法
と
は
異
な
る
使
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
原
本
の
表
記
通
り
に
示
し
た
。

７
　�
比
較
の
便
宜
の
た
め
、
体
裁
は
慶
讃
版
『
十
巻
章
』【
本
文
編
】
に
合
わ
せ
た
。
原
本
の
改
頁
の
位
置
に
は
＊
を
付
し
、
丁
数

を
下
部
に
記
し
た
。

８
　�

原
本
で
は
本
文
の
漢
字
に
つ
い
て
旧
字
・
略
字
・
異
体
字
が
混
用
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

９
　�

新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
表
記
さ
れ
て
い
る
漢
字
と
、
慶
讃
版
『
十
巻
章
』
で
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
が
異
な
る
箇
所
に

は
、
下
部
に
※
に
て
異
同
を
記
し
た
。

　
　
　
例
…
新
文
庫
所
蔵
『
秘
蔵
宝
鑰
』「
花
」　
慶
讃
版
『
十
巻
章
』「
華
」　
　
※
花
…
華

１０
　
ヿ
・

・
乄
な
ど
略
字
仮
名
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

五
、
本
文
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秘
蔵
宝
鑰
巻
中 

 

第
四
唯
薀
無
我
心 

若
夫
鉛
刀
終
無
鏌
耶
之
績
泥
蛇
豈
有
応
龍
之
能
燕
石
濫
珠
璞
鼠 

名
渉
名
実
相
濫
由
来
尚
矣
然
則
勝
数
諦
名
梵
延
仏
号
長
爪
実
相 

犢
子
絶
言
徒
労
解
脱
之
智
未
知
涅
槃
之
因 

是
故
大
覚
世
尊
説
此
羊
車
抜
出
三
途
之
極
苦
解
脱
八
苦
之
業
縛 

其
為
教
也
三
蔵
広
張
四
諦
普
観
三
十
七
品
為
道
助
四
向
四
果
即 

人
位 

言
識
唯
六
無
七
八
告
成
三
生
六
十
劫
防
非
則
二
百
五
十
修
善
即 

四
念
八
背
半
月
説
罪
持
犯
立
顕
一
夏
随
意
凡
聖
乍
別
禿
頭
割
衣 

シ

レ

ヱ
ン

ツ
ヒ
ニ

シ
二

ハ
ク

ヤ

カ

セ
キ

ハ
サ

ニ

ン
ヤ
井
ヨ
ウ
リ
ヨ
ウ

ワ
サ

ヱ
ム

キ

ラ
ン
シ
タ
マ
ニ

レ

二

一

一
ハ
ク

ソ

ナ

ワ
タ
レ
リ

ト

ト ハ

ス
ル
コ
トシ

タ
カ
テ
レ
ル
コ
ト ヒ

サ
シ

ハ

チ

カ

ノ

カ

ノ

カ

カ

イ
タ
ニ
イ
タ
ハ
シ
ク
シ
テ

ラ
ウ
シ
テ

ノ

ヲ

タス

ラヽ

ノ

ヲ
一

ノ

ニ

ノ

＊

＊
一
丁
右

＊
一
丁
左

＊

テ

ヲ

二

二

シ

ヲ
一

二

シ
玉
フ

ヲ
一

ノ

タ
ラ
ク

ク

ハ
リ

ク

ス

ハ

タ
リ

ノ

ケ

ハ

チ

ノ

ナ
リ

ヱ
ハ

ヲ
一

シ

ツ

シ
二

ツ
ハ一

レ
ハ

ヲ
一

フ
セ
ケ
ハ
ヲ

一

ス
レ
ハ
ヲ

レ

ツ

ナ
リ

ツ
ニ

テ

ヲ
一

ト
コ
ロ
ニ
レ

ヌ
レ
ハ
ス
レ
ハ
　
ニ

ス
レ
ハ

タ
チ
マ
チ
ニ
タ
リ
ト
ク

ト
フツ

カ
フ

カ
ツ

カ
ツ

ヱ
シ
テ

ニ
シ
テ

一

二

※

※
薀…

蘊

二

一一

一

一

□
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鉄
杖
鋼
盂
行
則
安
徐
護
虫
坐
則
低
頭
数
息
斯
則
身
之
標
儀
言
殺 

言
収
即
知
浄
之
語
行
雲
廻
雪
即
死
尸
之
想
斯
乃
心
口
之
灰
屑
塚 

間
閉
目
白
骨
在
心
聚
落
分
衛
麁
飯
吐
想
樹
葉
遮
雨
誰
願
堊
室
糞 

掃
防
風
何
必
紈
綺 

生
空
三
昧
知
神
我
之
幻
陽
無
生
尽
智
断
煩
悩
之
後
有
其
通
也
則 

虧
蔽
日
月
顛
覆
天
地
目
徹
三
世
身
現
十
八
石
壁
無
礙
虚
空
能
飛 

其
徳
也
則
輪
王
頂
接
釈
梵
帰
依
八
部
供
承
四
衆
欽
仰
遂
乃
厭
五 

薀
之
泡
露
悪
三
途
之
塗
炭
欣
等
持
之
清
涼
廓
同
大
虚
湛
然
無
為 

何
其
楽
乎
尚
身
智
之
灰
滅
乗
之
為
趣
大
体
如
此 

存
法
故
唯
薀
遮
人
故
無
我
簡
持
為
義
故
唯 

憂
国
公
子
問
玄
関
法
師
曰
今
聞
声
聞
乗
人
及
法
既
知
道
妙
人
天 

カ
ウ

ウ
ス

ユ
ク
ニ
ハ

チ

シ
ヨ
シ
テ

リ

ヲ

シ
テ
ハ

ウ
ナ
タ
レ
テ
ヘ
ヲ

一

一

フ

イ
キ
ヲ

レ

レ

チ

ノ

ナ
リ

ヒ

キ
レ
ト

フ
ニ

メ
ヨ
ト

一

一

ノ

コ
ト
ハ
ア
リ
ナ
リ

ク
ワ
イ

ニ
ハ

シ

ア
リ

レ

チ

ノ

ケ

セ
ウ
ナ
リ

セ
ウ
ナ
リ

チ
ヨ

ケ
ン
ニ

チ

ヲ
一

ヲ
ク

ア
リ

ニ

レ

ニ

シ
テ
ソ

ホ
ン

ハ
ク

ヒ
ヲ

レ

サ
イ
キ
ル
ヲ

一

カ

ハ
ン
ア
ク

二

ヲ
一

フ
ン

サ
ウ

フ
セ
ク

ヲ
一

ソ

シ
モ
ク
ワ
ン
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ン

セ
ン

＊

＊
二
丁
右

ニ

リ
二

ノ

ヲ
一

ノ

ニ

ス
二

ノ

ヲ
一

タ
ル
ハ

チ

キ

ヘ
イ
シ

二

ヲ
一

二

ス

＊

＊
二
丁
左

ヲ一

ニ
ハ
ト
ヲ
シ二

ヲ
一

ニ
ハ

ス
二

ヲ
一

セ
キ

モ

ク

ル
コ
ト

一

ヲ
モ

ク

フ

ノ

タ
ル
ハ

チ

セ
ウ
シ

シ

シ

キ
ン

カ
ウ
ス

キ
ヤ
ウ
ス

ニ

チ

フ
テ
ツ
テ二

ノ

ハ
ウ

ヲ
一

二

ノ

ト

タ
ン
ヲ
子
カ
ウ二

ノ

ヲ
一

タ
ル
コ
ト
シ

二

ニ
一

ト
シ
テ

ナ
リ

ソ

レ

ク
ナ
ル
ヤ

タ
ノ
シ
マ
ン

タ
ト
フ二

ノ

ヲ

ケ

一

四

五
ノ

タ
ル
コ
ト
キ

一

テ
イ

シ
レ

ノ

ス
ル
カ
ヲ

一

ナ
リ

ス
ル
カ
ヲ一

ナ
リ

ヲ

ル
カ

ト
一

ニ

ナ
リ

イ
ウ

ノ

＊

＊
三
丁
右

テ

ク
ワ
ン

二

一
ニ

ク

マ

ク
ニ

テ
二

ノ

ヲ
一

ニ

ン
ヌ下

ノ

タ
ヱ
ニ二

ヨ
リ
モ

一

※

※
薀…

蘊

ク
ン
テ

ニ

一

☆

☆
　
頁
参
照

※

※
薀…

蘊

〽
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人
超
釈
輪
六
通
具
足
三
明
円
満
人
天
所
仰
福
田
是
馮
理
誠
可
然 

所
以
前
来
聖
帝
賢
臣
広
建
伽
藍
安
置
僧
人
割
万
戸
而
鳴
鐘
開
千 

頃

食
馮
仰
非
他
只
在
鎮
押
国
家
利
済
黎
元 

然
今
所
在
僧
尼
剃
頭
不
剃
欲
染
衣
不
染
心
戒
定
智
慧
乏
於
麟
角 

非
法
濫
行
鬱
於
龍
鱗
日
夜
経
営
叩
頭
臣
妾
之
履
朝
夕
苞
苴
屈
膝 

僕
婕
之
足
釈
風
因
茲
陵
替
仏
道
由
之
毀
廃
旱
澇
荐
至
疫
癘
年
起 

天
下
版
盪
公
私
塗
炭
職
此
之
由
也
不
若
一
切
停
度
絶
供
若
有
羅 

漢
得
道
者
屈
身
頂
敬
傾
国
供
給
而
已 

師
曰
善
哉
斯
問
多
有
利
益
宜
子
開
伶
倫
之
聡
耳
借
顔
子
之
敏
心 

諦
聴
善
思
且
挙
一
二
褰
子
之
迷 

夫
蟭
螟
不
見
大
鵬
之
翼
蝘
蜓
何
知
難
陀
之
鱗
蝸
角
不
得
衝
穹
昊 

ト

タ
ル
コ
ト
ヲ

中

ニ
上

シ

セ
リ

ノ

ロ

ク
一

レ
ニ
ヨ
ル

タ
ノ
ミ

マ
コ
ト
ニ

シ
レ

ル

ニ

ノ

セ
イ

ク

タ
テ
テ二

二

ヲ
一

ス

ヲ
一

二

サ
イ
テ

コ
ヲ

一

一

ナ
ラ
シ

ヲ

テ
二

ケ
イ
ヲ一

シ
ヨ
ク
ス
タ
ノ
ミ

ク
コ
ト

ス

ニ
一

タ

リ
下

チ
ン

ア
フ
シ

二

ヲ
一

中
ス
ル
ニ
レ
イ

ケ
ン
ヲ上

ヲニ

ア
ラ
ユ
ル

レ

ソ
テ

ヘ
ヲ一

ラ

ヨ
ク
ヲ一

ヽ

テ

ヲ
一

メ

ヲ
一

ヽ

＊

＊
三
丁
左

ハ

ト
モ
シ
ク二

ヨ
リ
モ一

ハ

サ
カ
ン
ナ
リ

二

ヨ
リ
モ一

ニ

シ
テ
タ
タ
キ二

ヘ
ヲ

ノ

ハ
キ
モ
ノ
ニ

一

ニ

ハ
ウ

シ
ヨ
シ
テ
ス

ヒ
サ
ヲ

二

ボ
ク

シ
ヨ
ウ
ノ

ニ
一

テ

ニ
一

リ
ヨ
ウ
タ
イ
シ

テ

ニ
一

キ

ハ
イ
ス
カ
ン

ラ
ウ

シ
キ
リ
ニ

リ

ヱ
キ

レ
イ

コ
ト
ニ
リ

ノカ

ハ
ン

タ
ウ
シ

シ
ノシ

ト

タ
ン
ス
ル

タ
ン

モ
ト
ト
シ
テ

モ
ト
井
ト
ス
ル
カ

レ
ニヲ

ヨ
ル

シ
レ

三一

シ
カ

ニ
セ
ツ

ヤ
メ
ヤ
メ

ト
ト
メ
テレ

ト
ヲ
　
ヲ一

タ
タ
ン
ニ
ハ

ン
ニ
ハ

二

一 ヲヲ

シ

ラ
ハ二

ノ

ノ
一

シ
テ
モ二

ヲ
一

シ

ケ
テ
モ

ヲ
一

セ
ム

マ
ク
ノ
ミ

ノ

イ
ハ
ク

ノ

ク

リ
＊

＊
四
丁
右

二

一

ク

ナ
ン
チ

キ
二

レ
イ

リ
ン
カ

シ
ヲ一
カ
ツ
テ二

カ

ヒ
ン

ヲ
一

カ
ニ

キ

ク

ヘ

ク

テ
二

ヲ
一

カ
カ
ケ
ム二
ナ
ン
チ
カ

一
イ
ヲ

レ

セ
ウ

メ
イ
ハ

ヽ

ホ
ウ
ノ

ツ
ハ
サ
ヲ一
ヱ
ン

テ
ン

ソ

ン
二

ノ

イ
ロ
ク
ツ
ヲ

一
ク
ワ

カ
ク
ハ

ス

ヽ

ヽ
ツ
ク
コ
ト
ヲキ

ウ

カ
ウ
ノ

テ
イ
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之
頂
僬

僥
何
能
践
溟
渤
之
底
生
盲
不
見
日
月
聾
騃
不
聞
雷
鼓
愚 

少
之
分
蓋
如
此
乎 

又
夫
物
有
善
悪
人
殊
賢
愚
賢
善
者
希
愚
悪
者
多
騏
驎
鸞
鳳
禽
獣 

之
奇
秀
者
也
摩
尼
金
剛
金
石
之
霊
異
者
也
人
之
挺
粋
者
賢
聖
帝 

之
称
首
者
堯
舜
后
美
文
母
臣
歎
元
凱
驎
鳳
一
見
則
天
下
大
平
摩 

剛
一
目
則
万
物
応
声
聖
君
出
世
四
海
無
為
賢
臣
輔
機
一
人
垂
拱 

雖
然
聖
君
希
遇
千
載
一
御
賢
佐
難
得
五
百
一
執
摩
尼
空
聞
名
驎 

鳳
誰
見
実
然
則
不
見
驎
鳳
不
可
絶
羽
毛
之
族
不
得
如
意
不
可
抛 

金
玉
之
類
堯
舜
不
再
生
天
下
之
主
何
無
元
凱
不
更
出
率
土
之
臣 

豈
休
孔
驎
既
摧
好
儒
之
輩
毎
邦
連
袂
李
牛
已
西
求
道
之
徒
毎
県 

側
肩
代
無
扁
華
医
道
何
不
断
時
絶
羿
養
武
術
誰
可
廃
師
鍾
感
天 

キ
ヲ
セ
ウ

一

ケ
ウ

ソ

ク

フ
マ
ン二
メ
イ

ホ
ツ
ノ

ヲ
一

ハ

ヲ

カ
イ
ハ

コ
ヲ

シ

ノ

キ

ヽ

一

ヽ

一

一
カ

レ

ニ

リ
二

一
ヒ 

ニ

ナ
リ二

一

モ
ノ
ハ
マ
レ
ニ

ノ

ハ

シ

キ

＊

＊
四
丁
左

リ
ン

ラ
ム

ホ
ウ
ハ

ノ

キ

シ
ウ
ナ
ル

ノ
ナ
リ

ハ

ノ

レ
イ

ナ
ル

ノ

テ
イ

タ
ル

ス
イ
ナ
ル
ハ

イ

ノ

ナ
ル
ハ

コ
ウ
ノ
ヒ
ナ
ル
ハ

ノ

セ
ラ
ル
ル
ハケン

カ
イ
ナ
リ

タ
ヒ

ユ
レ
ハ

チ

ナ
リ

ヒ

ミ
ユ
レ
ハ

ヨ
ウ
スレ
ナ
ニ

イ

ク
ン

レ
ハ

ニ
一

イ

ナ
リ

タ
ス
ク
レ
ハ
ヲ

レ

ス
イ

ク
井
ヨ
ウ
ス

一

イ

ニ
ハ
マ
レ
ナ
リ

フ
コ
ト

一

サ
イ
ニ

タ
ヒ
キ
ヨ
ス

サ
ハ

シ
レ

ヱ
一

ル
コ
ト

ニ

ヒ

ル

ハ

ク

ク
レ

ナ
ヲ
ノ
ミ

＊

＊
五
丁
右

ミ
ン

ヲ

ハ

チ

ト
モレ

二

ヲ
一

ヽ

ヽ ツ

ウ

ホ
ウ
ノ

タ
ク
イ

ヤ
カ
ラヲ一

ト
モ

ヽ

一
ヲ

ヽ

ヽ ナ
ケ
ウ
ツ

ヲ
一

ト
モ二

ヒ

レセ
一

ノ

ソ

ラ
ン
ケ
ン

カ
イ

ス
ト
モ

サ
レ

二

ニ

一

ノ

ニ

セ
ン
ヤ

ニ
ク
タ
ケ
シ
カ
ト
モム

タ
ケ⬜
シ
カ
ト
モ

ウ
セ
シ
カ
ト
モ

ヲ
一

ラ

ニ

ク
ニ

一

子

ソ
テ
ヲ一
リ

キ
ウ

ニ

セ
イ
シ
カ
ト
モ

カ
ク
レ
シ
カ
ト
モ ル

ヲ
一

レ

ノ

ト
モ
カ
ラ
ニ

サ
ト
ク
ヱ
ン

コ
ヲ
リ一

レ

ソ
ハ
タ
ツレ

ヲ

ヨ
ニ

ト
モ

一

ソ

ル
レ

タ
ヱ

ニ

タ
レ
ト
モ

二
ケ
イ

一
フ

カ

キ
レ

ス
タ
ル

シ
ヨ
ウ

二

ヲ

セ
シ
メ

ノ
ナ
リ

ノ

※

※
騏
驎…

麒
麟

※

※
驎…

麟

※
驎…

麟

※

カ

ヽ

※
驎…

麟

※

※
驎…

麟

※
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絲
綺
義
献
応
仙
龍
管
其
人
既
往
其
術
誰
得
然
猶
所
以
弾
指
聒
耳 

書
札
汚
目
並
皆
不
得
罷
為
之
猶
賢
然
則
羅
漢
聖
果
一
生
難
得
是 

故
鈍
根
六
十
劫
利
智
則
三
生
修
練
苦
行
乃
証
聖
位
雖
無
向
果
之 

賢
聖
其
道
何
絶
哉 

公
子
曰
賢
聖
難
遇
誠
其
然
也
持
戒
智
慧
何
其
未
聞
思 

師
曰
時
有
増
減
法
有
正
像
増
劫
之
日
人
皆
思
十
善
減
劫
之
年
家 

好
十
悪
正
法
千
年
内
持
戒
得
道
者
多
像
法
千
載
外
護
禁
修
徳
者 

少
当
今
時
是
濁
悪
人
根
劣
鈍
依
俙

其
道
髣
髴
其
風
妙
道
難
鑚
軽 

毛
随
風
斯
乃
蒼
天
西
傾
群
星
何
東
黄
輿
震
裂
草
木
何
静 

公
子
曰
若
如
還
答
時
根
所
牽
逆
流
猶
難
若
然
者
五
濁
悪
世
定
無 

持
戒
定
慧
人
乎

シ

キ
ニ一

ケ
ン

ス
二

ノ

＊

＊
五
丁
左

ク
ワ
ン
ニ

ノ

ニ

一

ユ
キ
シ
カ
ハ
ノ

ク

カ

タ
ル

ト
モ

ヲ

ユ
ヘ
ハ

下

カ
マ
ヒ
ス
シ
ク
ニ一

二

ケ
カ
ス中

上
ヲ

ニ

ナ

ル
ナ
リ

ヽ

ヤ
ム
コ
ト
ヲ一

ナ
ス
ハ

ス
ル
ハ

ヲ
一

ヲ

ナ
リ

カ
シ
コ
ケ
レ
ハ
ナ
リ

マ
サ
レ
リ

ハ

チ

ノ

ハ

ニ

シ
レ

ノ

ニ

ハ

ハ

ナ
リ

シ
テ

シ

ス
二

ヲ
一

フ
ト
モ

ヽ ト

ノ

ノ

一

ソ

ヱ
ン

タ
タ
ム

カ

ノ

キ
コ
ト

ヒ
一

ニ

レ

ソ

レ

タル

キ
コ
ヱ

ノ

ク

ニ

リ
二

一

リ

ニ

二

一 ＊

＊
六
丁
右

ノ

ハ

ト

ナ

ヒ
二

ヲ
一

ノ

ハニ
ハ

イ
ヘ
イ
ヘ

イ
ヱ
コ
ト
ニ

ム
二

ヲ
一

ノ

ニ
ハ

ノ

ノ

ク

ノ

ニ
ハ

ノ

ノ

ス
ク
ナ
シ

タ
テ

ニ
一

ハ

レ

ニ
シ
テ

ナ
リ

イ

キ
シ

二

ノ

ニ
一

ハ
ウ

ヒ
タ
リ

二

ノ

ニ
一

ク

キ
リ一

フ

セ
ニ

レ

レ

チ

ニ
カ
タ
フ
ク

　
　
ム
キ

ク
ン

カ

セ
ン
ク
ワ
ウ
ヨ

シ
ン

レ
ツ
ス

セ
ハ

ソ

シ
ツ
カ
ナ
ラ
ン

カ

シ

ク
ハ二

ノ
一

ニ

レ
テ

ヒ
カ一
ケ
キ

リ
ウ

ヲ

シ

シ

ラ

＊

＊
六
丁
左

ニ
ハ

テ

ラ
ン二

ノ

ト

ヤ
一
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師
曰
何
為
其
然
乎
夫
雖
円
蓋
西
転
日
月
東
流
南
斗
随
運
北
極
不 

移
冬
天
尽
殺
松
柏
不
彫
陰
気
凍
水
潮
酒
不
氷
紂
民
編
戸
可
戮
然 

猶
三
人
称
仁
堯
戸
比
屋
可
封
然
猶
四
凶
受
殛
火
曰
焼
物
布
鼠
遊 

中
水
能
溺
人
龍
鼈
泳
内
以
此
観
之
雖
云
有
同
者
亦
有
不
和
者
由 

此
而
言
時
雖
濁
濫
何
無
其
人
乎 

公
子
曰
既
知
有
人
其
人
安
在
乎 

師
曰
大
方
無
隅
大
音
希
声
大
白
若
辱
大
直
若
屈
大
成
若
欠
大
盈 

若
冲
玄
徳
玄
同
非
聖
孰
知
知
人
之
病
古
聖
亦
難 

公
子
曰
和
光
同
塵
抑
有
前
聞
然
猶
山
蔵
玉
而
草
木
茂
獄
収
剣
而 

光
彩
衝
尋
躅
知
形
見
煙
悟
火
有
智
有
行
何
必
難
知 

師
曰
物
無
心
故
現
相
人
含
心
故
叵
弁 

ノ

ナ
ン
ス
レ
ソ

レ

ラ
ン
ヤ

レ

ヘ
ト
モ

カ
イ
ハ

ニ

ス
ト

二

一

シ

シ
ユ
ハ

ツ
テ
メ
ク
レ
ト
モ

キ
ヨ
ク
ハ

ラ

ハ

コ
ト
コ
ト
クカラ
セ
ト
モ

ハ

一

シ
ホ
マ
イ
ン

キ

コ
ホ
ラ
セ
ト
モ
ヲ一

レ

チ
ヨ
ウ

ウ
シ
ホ
ハ

ハ

コ
ホ
ラ
チ
ウ
カ
タ
ミ

ヘ
ン

ア
ン
テ

コ
ニ
シ
テ

ト
ヲ

レ
ト
モ

ヘ
カ
リ
シ
カ
ト
モ

リ
ク
シ
ツ

コ
ロ
シ一

モ

ヲ

ハ

セ
ラ
レ
ト

一

ノ

コ
ハ

ヒ
レ

ヘ
テ

ヲ
ク
ニ
シ
テヘ
ケ
レ
ト
モ

一

ホ
ウ
シ
ツ
モ

キ
ヨ
ウ
ハ

ク

キ
ヨ
ク
ヲ

ツ
ミ
ヲ

ハハ
マ
コ
ト
ニ

ク

ヤ
ケ
ト
モ
ヲ一
ホ

ソ
ハ

フ

ニ
一

ハ

ク

ヲ

ヲ
ホ
ラ
セ
ト
モ

一

ヘ
ツ
ハ
ヲ
ヨ
ク

チ
ニ

ヲ
一

ル
ニ

一
ヲ

ト
モ

トヽ

ヽ リ

ス
ル

ノ
一

＊

＊
七
丁
右

リ

ル

下

セ
一

ノ
上

テ

ニ
一

ヱ
ハ

ハ
ハ

キ

二

ナ
リ一

ソ

ラ
ン二

ノ

一

カ

ニ

ヌ

コ
ト
ヲ

ヽ

一

ノ

イ
ツ
ク
ン
カ
ル

ヤ

ノ

ハ

シ

ス
ミ

一

イ
ム
ハ

ナ
リ
コ
ヱ

一

ハ
ク
ハ
コ
ト
シ
ケ
カ
レ
タ
ル
カ

一

チ
ヨ
ク
ハ

シ

セ
ル
カ

ク
シ
ケ
タ
ル
カ

セ
イ
ハ
コ
ト
シ
カ
ケ
タ
ル
カ

一

一

ヱ
イ
ハ

シ

ム
ナ
シ
キ
カ

ウ
ツ
ケ
タ
ル
カ

一

ハ

スナ
リ

ス
ハ

ニ
一

タ
レ
カ

ラ
ン

コ
ト
ノ
ヲ

一

カ
タ
キ
コ
ト

セ
イ
ス
ラ
タ

ナ
ヤ
メ
リ

ハ
ハ
カ
ル

カ
タ
ク
セ
リ

カ

ケ
テ

リ
ヲ一
ル
コ
ト
ハ
リ
ニ一
ソ
モ
ソ
モ
リ

二

一

モ

ヲ

マハ
カ
ク
シ
テ
タ
マ
ヲ一

モ
シ

シ
ケ
シ

ニ

ヲ
カ
ハ

メ
テ
ツ
ル
キ
ヲ一

サ
イ

ツ
ク

子
テ
ア
ト
ヲ一

リ

チ
ヲ一 ＊

＊
七
丁
左

テ

ヲ
一

ル

ヲ
一

ソ

シ
モ

カ
ラ
ン
リ

一

ノ

ノ 

ク

ハ

カ

ロ
一

ニ

ス

ヲ
一

ハ

ム
カ

ヲ
一

ニ

カ
タ
シ

マ
ヘ一

ハ

※
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公
子
曰
既
聞
聖
賢
不
易
弁
然
猶
仏
法
蠧
国
僧
人
蚕
食
其
益
安
在 

乎 師
曰
有
益
無
益
後
更
陳
答
且
挙
大
綱
示
道
俗
之
損
益
今
聞
子
問 

不
思
仏
法
流
伝
只
在
憂
国
家
之
損
益
並
忠
臣
義
士
誠
可
然
也 

夫
所
以
建
国
設
職
樹
君
御
民
本
非
為
宰
天
下
而
供
君
王
屠
海
内 

而
給
臣
佐
当
以
為
与
天
下
之
父
母
漉
万
人
塗
炭
然
則
御
馬
之
法 

非
鑣
策
不
能
馭
人
之
道
非
教
令
不
得
是
故
垂
五
常
之
法
導
四
海 

之
人
五
経
三
史
示
其
正
路
金
科
玉
条
防
其
邪
逸
若
使
主
上
行
之 

則
天
下
無
為
黎
下
遵
之
則
宇
内
無
事
君
臣
父
子
之
礼
有
序
上
和 

下
睦
之
義
無
欠
然
今
誦
詩
者
無
温
恵
淳
和
之
心
読
礼
者
忘
恭
倹 

揖
譲
之
志
懲
悪
勧
善
春
秋
所
宗
潔
静
精
微
周
易
攸
尊
挙
代
披
誦 

カ

ニ

ツ

イ

ノ

コ
ト
ヲ
ヤ 

カ
ラ

ヘ

ヽ

ヽ

一

ト
モ

ヲ

ハ
ノ
ム
シ
タ
リ

　
ン

ニ
一

ハ

サ
ン

シ
スク

ス

ノ

イ
ツ
ク
ン
カ
ル

ヤノ

ハ

ニ

ニ

ジ
ン

ダ
ツ
セ
ン
ク

テ
二

ヲ
一

二
サ
ン

ノ

ソ
ン

子
キ
ヲ一

ニ
二

チ
カ

ヲ
一

ス

ハ
ヽ

ノ

ヲ
一

タ
タ

リ

ル
ニ

ヽ

ノ

ヲ
一

ニ

ハ

ニ

キ

ル
一

レ

ユ
ヘ
ハ

下

タ
テ
＊

＊
八
丁
右

ヲ
一

ケ

ヲ
一

タ
テ

ヲ
一

ヲ
サ
ム
ル中

上
ヲ

モ
ト

ス

メ
ニ
ハ
サ
イ
シ
テ

ツ
カ
サ
ト
テ

下

ヲ
一

シ
二

ニ
一

ホ
フ
リ
テ二

ヲ
一

キ
ウ
セ
ン
カ

中

ニ
上

ニ

テ

ナ
リ下

ト
シ
テ

一
ス
ク
ハ
ン
カ

中

ト

タ
ン
ヲ上

ハ

チ

ス
ル

オ
サ
ム
ル

ヲ
一

ハ

サ
レ
ハ
ヘ
ウ

サ
ク
ニ

ク
ツ
ハ

ム
チ
一

ハ
一

ヲ
サ
ム
ル

ヲ
一

チハ

二
レ
ハ

ニ
一

レ

ニ

レ
テ二

ノ

ヲ
一

ク
二

イ

ノ

ヲ
一

ハ

シ
二

ノ

ヲ
一

ク
ワ

ハ

フ
セ
ク二

ノ

井
ツ
ヲ一

タ
ト
ヒ

タ
ト
ヒ

ヘ
ハ

ヲ
一

ナ
リ
レ
イ

カ

シ
タ
カ
ヘ
ハ
ニ

一

＊

＊
八
丁
左

ウ

タ
イ

ナ
リ

ノ

リ

ツ
イ
テ一

ホ
ク
ノ

ム
ツ
フ
ル

シ
レ カ

ケ
タ
ル
コ
ト
ニヲ

マ

ス
ル

ヲ
一

ノ

ク
二

ヲ
ン

ケ
イ

シ
ユ
ン
ク
ワ
ノ

ロ
一

ヨ
ム

レ
イ
ヲ一

ノ

レ
タ
リ
キ
ヨ
ウ
ケ
ン

二

イ
フ

シ
ヤ
ウ
ノ

シ
ヲ
コ
ロ
シ

一

ヲ
一

ム
ル
ハ
ヲ一

シ
ユ
ウ
ニ

ロ

ト
ス
ル一
ケ
ツ

セ
イ

セ
イ

ヒ
ハ
シ
ユ

シ
ウ

ヤ
ク
ニ

エ
キ

ト
コ
ロ
ナ
リタツ

ト
フ
コ
ソ
テ

ヨ
一

ヒ
ラ
キ
ス
レ
ト
モ

レ

※
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誰
契
孔
丘
之
誡
合
周
公
之
勧
能
誦
能
言
鸚
鵡
能
為
言
而
不
行
何 

異
猩
猩 

又
夫
百
工
代
天
九
牧
馭
人
七
道
五
畿
之
長
三
百
六
十
之
守
県
県 

令
尉
郷
郷
里
正
家
家
父
子
門
門
百
姓
其
数
無
量
貴
賤
無
辺
然
猶 

行
仁
義
者
幾
何
修
忠
孝
者
幾
許
慎
守
礼
信
者
有
幾
不
犯
律
令
者 

幾
人
並
皆
上
下
読
文
不
慎
其
行
貴
賤
口
是
心
行
悉
非
諺
曰
擎
孝 

経
打
母
頭
蓋
斯
之
謂
也
不
曾
顧
自
己
乖
越
法
教
還
談
毀
他
人
違 

犯
経
法
所
謂
蔽
己
臃
脚
発
他
腫
足
者
也
如
公
子
所
論
天
下
所
有 

百
工
令
長
並
皆
乖
法
者
多
率
土
所
有
元
元
忠
孝
希
聞
三
教
皆
是 

一
人
之
所
弘
伝
何
以
釈
緇
違
犯
吹
毛
求
瑕
儒
素
邪
非
含
弘
不
糺 

又
夫
諸
寺
封
戸
不
出
一
万
僧
尼
啜
粒
不
過
一
鉢
読
経
札
仏
報
国 

カ

カ
ナ
ヒ二
コ
ウ

キ
ウ
カ

イ
マ
シ
メ
ニ一
カ
ナ
ヘ
ル二

ノ

メ
ニ一

ク

シ

ク
イ
フ
コ
ト
ハア

フ

ム
モ

ク

ナ
ス

テ

ス
ハ

ナ
ハ一

ソ

ラ
ン
シ
ヤ
ウ

二

一
ニ

レ

ハ
ク

コ
ウ

カ
ハ
リ

ニ
一

ホ
ク

キ
ヨ
ス

ヲ
サ
ム

ヲ
一

＊

＊
九
丁
右

キ

イ
サ
ヲ
シ

シ
ウ

ケ
ン

ノ

レ
イ

イ

キ
ヤ
ウ

カ
ウ

ノ

リ

セ⬜
ケ

ノ

ヘ

ノ

ノ

ハ
ク

セ
イ

ノ

ニ
シ
テ

ナ
リ

ト
モ
ニ

ヲ

フ
二

ヲ
一

ノ

イ
ク
ソ
ハ
ク
ソ

二
セ
ル

ヲ
サ
ム
ル

ヲ
一

ノ

イ
ク
ハ
カ
リ
ソ

シ
ミ二

モ
ル

ヲ
一

ル

カ
一

ル

サヽ

リ
ヤ
ウ
ヲ一

ノ

ソ

ニ

ナ

メ
ト
モ
ヲ

一

ツ
ツ
シ
マ

ヽ

ノ

ヲ
ハ一

ニ
ハ
ス
レ
ト
モ

ク

ナ
リ
コ
ト
ワ
サ
ニ
ク
サ
サ
ケ
テ二

ヲ
一

ト
イ
フ

ツ
ト

ノ

ヘ
ヲ一

シ

ノ

イ
イ
カ

ス

カ
ツ
テ

リ
ミ

コ
ノ

ケ井

ヽ ス
ル
コ
ト
ヲ

ニ
一

テ
＊

＊
九
丁
左

ス

三

ノ

井

ヽ ス
ル
コ
ト
ヲ

ニヲ
一

カ
ク
シ
テ二
ヲ
ノ
カ
ウ
ミ

ア
シ
ヲ一
ア
ラ
ハ
ス

二

ノ

ハ
レ

ヲ
一

ノ

ハ
三

カ

ノ
レ

ス
ル一

ニ

ア
ラ
ユ
ル

ハ
ツ

コ
ウ

レ
イ

ニ

ナ

ソ
ム
ケ
ル二

一
ニ

ノ

シ

ソ
ツ

ド
ニ

ア
ラ
ユ
ル

ア
ル
モ
ノ
レ
ナ
リ
ケ
ハ二

一

カ
ウ
ヲ

ナ
リ

クメ

二

ス
ル一

ヲ

カ

シ
ノ

ヲ
ハ

テ

ヲ
一

メ

キ
ス
ヲ一
ジ
ユ

ソ
ノ

ヲ
ハ
カ
ン
コ
ウ
ニ
シ
テ
ル

タ
タ
サ

レ

ノ

フフ

コ
ハ

テヽ

ニ
一

ノ

セ
ツ

リ
ウ
ハ

キヽ

ニ
一

ミ
レ

レ
シ
テ
ハ

二
シ

ヘ
タ
マ
フ

ウ

ヽ

ヽ

チ

※
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家
之
恩
観
念
坐
禅
答
四
恩
之
徳
然
今
俗
素
衣
食
或
食
万
戸
之
侯 

或
費
千
乗
之
国
百
里
之
宰
三
公
之
職
尸
坐
渓
壑
碩
鼠
尾
閭
空
食 

人
禄
徒
受
人
宮
八
元
之
美
五
臣
之
徳
伊
尹
負
　
公
望
垂
釣
張
良 

三
略
陳
平
六
奇
如
是
之
功
如
此
之
徳
何
以
不
聞
若
責
僧
尼
之
一 

鉢
何
不
撿
俗
素
之
多
費 

於
是
公
子
忙
然
無
言
喟
然
良
久
曰
俗
官
俸
禄
官
位
所
当
加
以
星 

出
星
入
櫛
風
沐
雨
日
夜
在
公
何
以
辞
譲
至
如
僧
尼
読
経
礼
仏
堂 

上
宴
坐
任
意
修
行
何
能
諷
一
巻
之
般
若
礼
一
仏
之
名
号
報
国
家 

之
鴻
恩
答
四
恩
之
広
徳
乎
　 

師
曰
公
子
之
言
雖
似
是
然
未
知
妙
夫
法
名
諸
仏
之
師
仏
則
伝
法 

之
人
一
句
妙
法
億
劫
難
遇
一
仏
名
字
憂
曇
非
喩
是
故
雪
童
投
身 

ノ
＊

＊
十
丁
右

ヲ

シ
テ
ハ
ス

ヲ

ヲニ

マ

ノ

イ

⬜
ハ

ハ
ミ

ノ

コ
ウ
ヲ

一

二

一

二

一

ハ

ツ
イ
ヤ
ス

ヲ

ノ

サ
イ

ノ

シ
ヨ
ク

シ

サ
ノ
ケ
イ

カ
ク
シ
カ
ク

セ
キ

ソ
ノ

ヒ

リ
ヨ
ナ
リ
ク

ハ
ミ

二

一

二

ト
ノ
ロ
ク
ヲ

ラ
ニ

ク

ノ

ヲ
官
イ

ノ

イ
ン

オ
ヒ

カ
ナ
ヘ
ヲ

ハ
ウ

タ
ル

ツ
リ
ヲ

カ

一

二

一

一

レ

ヘ
イ
カ
リ
ツ

キ

ノ

ノ

ノ

ヲ

テ
カ

ル

ヱ

シ

メ

ノ

一

一

一

二

ヲ

ソ

ル

カ
ン
カ
ヘ

ノ

ク
ノ
キ

ツ
イ
ヱ
ヲ

一

一

ヽ

＊

＊
十
丁
左

コ
コ
ニ

ハ
ウ

ト
シ
テ

シ

キ

モ
ノ
云
コ
ト

ト
シ
テ
ヤ
ヤ

ク
シ
テ
ク

ノ

ホ
ウ

ハ

ノ

ナ
リ

タ
ル
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
ホ
シ
ニ

シ
ミ
ヱ
テ

レ

レ

テテ
テ

テ

ニミ
ヱ
テ

テリ
カ
ミ
ケ
ツ
リ
ニ

ユ
ス
ル

ニ

ユ
ア
ミ
シ
テ

ニ

ア
リ

コ
ト
ニ

ヲ

ツ
カ
フ
マ
ツ
ルキミ

ニ

カ

シ

シ
ヤ
ウ
セ
ン
テ
ハ

ニ

ノ

ミ

ヲ

ス
ル

ヲ
一

二

レ

中

下レ

レ

レ

レ

ニ

ヱ
ン

サ
シ
テ
シ

テ

ニ

ス
ル
カ
ソ

ク

ヨ
ミ

ヲ

シ
テ

ノ

ヲ

シ

レ

上

二

一

二

一

二

コ
ウ

ヲ

セ
ン

ヲ
一

一

ノ

カ

イ
フ
コ
ト
ト
モ

リ
ト

ニ

モ

タ

ヲ

レ

ヲ
ハ

ク

ト

ハ

チ

＊
十
一
丁
右

＊

ヽ

一

レ
ス

レ

二

一

ナ
リ

ノ

ハ

ニ
モ

ク

ヒ

ノ

ハ

モ

ニ

ノ

ニ

ケ

ヲ

レ

レ

レ

※
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精
進
剥
皮
満
界
財
宝
不
如
一
句
之
法
恒
沙
身
命
不
比
四
句
之
偈 

輪
王
為
床
喜
見
焼
身
良
有
以
也
称
一
仏
名
号
消
無
量
重
罪
讃
一 

字
真
言
獲
無
辺
功
徳
何
況
一
鉢
麁
飯
四
種
恩
徳
何
以
不
酬 

公
子
曰
此
言
迂
誕
未
足
信
受
吾
師
孔
李
不
曾
吐
言
若
誦
経
為
功 

礼
仏
為
績
吾
亦
誦
五
経
三
史
之
文
礼
周
旦
孔
丘
之
像
与
此
何
別 

又
五
経
之
文
三
蔵
之
字
文
字
是
同
誦
持
何
異 

師
曰
公
子
之
言
乍
聞
似
是
熟
思
天
殊
深
義
乍
難
信
且
以
譬
説
之 

夫
勅
詔
官
符
与
臣
下
往
来
文
字
是
同
功
用
太
別
如
勅
書
一
命
則 

天
下
奉
行
施
賞
施
罰
百
姓
喜
懼
如
来
経
法
亦
復
如
是
菩
薩
声
聞 

天
龍
八
部
何
人
不
信
当
知
外
書
如
百
姓
之
文
仏
経
如
天
子
之
勅 

是
故
釈
帝
誦
之
摧
修
羅
之
軍
閻
王
跪
之
礼
受
持
之
人
未
有
誦
五 

ハ
ク

カ
ワ
ヲ

ノ

モ

ス

シ
カ

ニ
ハ

ノ

モ

ヒ
セ

ニ
ハ

レ

レ
シ

二

一

ス
レ

二

一

ナ
リ
ユ
カ
ト

ク
コ
ト
ヲ
マ
コ
ト
ニ

ヤ
ヤ

ル

ユ
ヱ

シ
テ

ノ

ヲ

ケ
シ

ノ

ヲ

テ

ノ

ヲ
レ

レ

レ

二

一

二

二

一

ウ

ノ

ヲ

ニ

ヤ

ノ

ソ

ホ
ン

ノ

ヲ

カ

ン

ム
ク
ヒ

一

二

一

レ

カ

ノ

コ
ト

ウ

タ
ン
ニ
シ
テ

ラ

ス
ル
ニ
カ

ク

リ

テ

ハ
カ
コ
ノ
コ
ト
ヲ
シ

ス
ル
ヲ
ヲ

シ

ト

レ
ス

ヽ

一

ス

ヽ

一

レ

レ

ス
ル
ヲ
ヲ

セ
ハ

セ
キ
ト

モ

タ

シ

ヲ

ス

ノ

ヲ

ト

レ

ノ

カ
ア
ル

レ

レ
ワ
サ

二

一

二

一

レ

ノ

ノ

シ

ソ

ナ
ラ
ン

ノ

ク

カ

イ
フ
コ
トタ
チ
マ
チ
ニ

ケ
ハ

レ
ト
モ
ニ
ツ
ラ
ツ
ラ

ヘ
ハ

ナ
リ

ハ

ニ
ハ
カ
ニ

シ

シ

ラ
ク

テ

ヲ

ン

ヲ

レ

ハ
ル
カ
ニ
コ
ト
ナ
リ

チ
ニ

レ

レ

レ

レ

ノ

ト

ト

ノ

レ

レ
ト
モ

タ

ナ
リ

ハ

ノ

ノ

一

二

一

ス

コ
シ

ヲ

シ
テ

ヲ

キ

ク
ス

ノ

モ

ノ

シ
レ

レ

レ
レ
ノ

カ

ン

セ

ニ

ル

ハ

ノ

ノ

ノ

ハ

シ

ノ

ノ

レ

レ
シ

二

一

二

一

ニ

タ
イ

シ
テ

ヲ

ク
タ
キ

イ
ク
サ
ヲ

ヒ
サ
マ
ツ
イ
テ
ニ

ス

ヲ

タ

ラ

シ
テ

レ

二

一

レ

二

一

シ

一

二

＊

＊
十
一
丁
左

＊
十
二
丁
右

＊
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経
而
消
罪
読
三
史
而
抜
災 

公
子
曰
釈
迦
弁
而
説
功
徳
孔
丘
謙
而
不
自
代 

師
曰
莫
噵

斯
言
孔
甫
自
称
礼
西
方
之
聖
李
老
亦
復
吐
吾
師
之
談 

大
聖
不
妄
語
謗
即
堕
深
坑 

公
子
曰
作
十
悪
五
逆
者
理
可
填
地
獄
謗
人
謗
法
何
由
可
然 

師
曰
子
未
聞
療
病
之
法
乎
治
身
病
必
資
三
法
一
医
人
二
方
経
三 

妙
薬
病
人
若
敬
医
人
信
方
薬
至
心
服
餌
疾
即
除
愈
病
人
若
罵
医 

人
不
信
方
薬
不
服
妙
薬
病
疾
何
由
得
除
如
来
治
衆
生
心
病
亦
復 

如
是
仏
如
医
王
教
如
方
経
理
如
妙
薬
如
理
思
惟
猶
如
服
薬
依
法 

服
薬
滅
罪
証
果
然
今
重
罪
愚
人
謗
人
謗
法
重
罪
何
脱
法
資
人
弘 

人
待
法
昇
人
法
一
体
不
得
別
異
是
故
謗
人
則
法
毀
法
則
人
謗
人 

ヲ

シ
ケ

ミ
ヲ

テ

ヌ
ク
ト
云
コ
ト
ハヲ

ヲ

一

レ

二

一

レ

カ

ク

ハ

ニ
シ
テ

キ

ヲ

ハ
ケ
ム
ニ
シ
テ

ス

ミ

ホ
コ
ラ

二

一

二

一

ノ

ク

ナ
カ
レ
云
コ
ト

ノ

コ
ト

フ

ミ
ラ

ラ 

シ

ヲ

ロ 

モ

ハ
ク

カ

ノ

ヲ

レレ

二

ノ

ト

一

二

一

二

一

ハ

ス

セ

ス
レ
ハ

ツ

キ
ヤ
ウ
ニ

一
シ
玉
ハ

二

一

ア
ナ

カ

ク

ル

ヲ

ノ
ハ

ト
シ
テ

ヲ
ツ

ニ

ニ

テ
カ

キ

ル

二

一

ヽ

一

レ

レ

レ

ノ

ナ
ン
チ

タ

カ

リ
ヨ

ヲ

ヤ

ル
コ
ト
ハ

ヲ

ス

ヨ
ル

ノ

ニ

ハ

ハ

ホ
ウ

ハ

ス
レ

ヽ

一

二

一

二

一

ナ
リ

シ

ヒ

ヲ

シ
テ

ヲ

シ
テ

ヲ

フ
ク

シ
ス
レ
ハヤ
マ
イ

チ

ス

シ

ノ 

リ

二

一

二

一

一

二

ヲ

ス

セ

ヲ

ス
ハ

セ

ヲ

シ
ツ

ニ

テ
カ

ン

コ
ト
ヲ

ノ

下
コ
ト
モ

ノ

ヲ

レ

二

一

レ

二

一

レ

二

シ

ノ

ハ

ク

ノ

ハ

シ

ノ

ハ

シ

ノ

ク

ノ

ス
レ
ハ
シ

シ

ル
カ

ヲ

テ

ニ

ス
レ
ハ
ヲ

一

二

一

二

一

二

一

レ

レ

レ

レ

ス

ル
ヲ
ニ

ノ

ハ

シ

ヲ

ス

ヲ

カ

レ
ン

ハ

ヨ
テ

ニ

マ
リ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

イ
ツ
ク
ン
カ
レ
ン

ハ

テ

ヲ

ノ
ホ
ル

ニ
シ
テ

ナ
ル
コ
ト
ヲ
ノ

ニ

ス
ル
ハ
ヲ

ナ
リ
ソ
シ
ル
ハ
ヲ

ナ
リ

レ

ス
ス
ム

レ

二

一

レ

レ

レ

二

＊
十
二
丁
左

＊
十
三
丁
右

＊
十
三
丁
左

＊

＊

＊
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※
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一
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謗
法
定
堕
阿
鼻
獄
更
無
出
期
世
人
不
知
斯
義
任
舌
輒
談
不
顧
深 

害
寧
可
日
夜
作
十
悪
五
逆
一
言
一
語
不
合
謗
人
法
行
殺
盗
者
現 

得
衣
食
之
利
謗
人
法
者
於
我
何
益 

公
子
曰
謹
承
示
南
而
自
今
以
後
不
敢
違
犯 

公
子
曰
既
承
不
可
謗
人
法
然
未
委
人
法
有
幾
種
為
当
有
深
浅
乎 

師
曰
大
而
論
之
有
二
種
一
顕
教
法
二
密
教
法
顕
教
中
又
二
言
一 

乗
三
乗
別
故
一
乗
者
如
来
他
受
用
身
従
十
地
至
初
地
所
現
報
身 

所
説
一
乗
法
是
也
三
乗
者
応
化
釈
迦
為
二
乗
及
地
前
菩
薩
等
所 

説
経
是
也
密
教
者
自
性
法
身
大
毘
盧
遮
那
如
来
与
自
眷
属
自
受 

法
楽
故
所
説
法
是
也
所
謂
真
言
乗
者
是
也
如
是
諸
経
法
契
当
其 

機
根
並
皆
妙
薬
随
其
経
教
菩
薩
造
論
人
師
作
疏
末
代
弟
子
依
斯 

テ

シ
テ

ニ

ニ

シ

シ
テ

ラ

ノ

ヲ

セ

ニ

タ
ヤ
ス
ク

シ
テ

リ
ミ

ヲ

ロ

ク
ト
モ

ニ

ル

ヲ
ハ

モ

ヘ
カ
ラ

ス

ヲ

ス
ル

ヲ

ノ
ハ

ニ

イ

シ

ヲ

ス
ル

ヲ

ノ
ハ

テ

レ
ニ

ノ

ヱ
キ
カ
ア
ル

カ

シ
ン
テ
リ
ヌ

ヲ

ハ

シ

テ

セ

カ

ク

ニ

ハ
リ
ヌ
ル
コ
ト
ヲ

ス

ヲ

ト
モ

タ
ツ
マ
ヒ
ラ
カ
ン
セ

ル

ハ
ク
ノ
カ

ハ
タ

リ
ヤ

ノ

ク

ニ

ス
ル
ニ
ヲ

リ

ニ
ハ

ノ

ナ
リ

ノ

ニ
ハ

ノ

ニ

ア
リ

ク

ト

ト

ル
カ

ニ

ト

ハ

ノ

リ

マ
テ

ニ

ノ

ス
ル

ノ

ノ

ト

ハ

ノ

メ
ニ

ヒ

ノ

ノ

ノ

下
フ

ト

ハ

ト
モ
ニ

ト

ノ

ニ

ノ

フ

ト

レ

ナ
リ

ノ

ノ

ノ

ハ

シ
テ

ノ

ニ

ニ

ナ

ナ
リ

テ

ノ

ニ

リ

ヲ

ヲ

ル

ノ

テ

ノ

レ

一

二

一

レ

二

一

レ

レ

二

一

三

二

一

レ

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

二

一

レ

ノ
チ

二

一

レ

レ

レ

二

一

レ

二

一
イ
ハ
ク

ニ

二

一

イ
ニ

一

二

一

二

一

二

一

レ

一

レ

二

一

一

二

一

二

一

レ

レ

二

＊
十
四
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経
論
読
誦
修
行
斯
乃
人
法
之
差
別
也
浅
深
福
罰
如
十
住
心
論 

公
子
曰
今
聞
師
説
已
知
人
法
之
別
然
今
造
諸
論
疏
者
皆
破
他
立 

自
不
成
謗
法
耶 

師
曰
菩
薩
用
心
皆
以
慈
悲
為
本
以
利
他
為
先
能
住
斯
心
破
浅
執 

入
深
教
利
益
尤
広
若
挟
名
利
心
執
浅
教
破
深
法
不
免
斯
尤 

公
子
曰
既
蒙
提
撕
心
霧
忽
消
然
猶
有
心
中
未
決
者
何
者
既
承
雖 

無
得
道
者
其
道
不
可
絶
具
戒
慧
者
若
辱
若
昧
然
今
見
世
間
逃
役 

者
衆
姧
盗
者
多
御
代
聖
皇
佐
時
賢
臣
見
斯
獼
猴
不
能
黙
忍
仏
教 

王
法
相
和
如
何 

師
曰
此
有
二
種
一
悲
門
二
智
門
大
悲
之
門
開
而
無
遮
大
智
之
門 

制
而
無
開
制
門
如
涅
槃
薩
遮
等
経
悲
門
如
十
輪
等
経
相
和
与
奪 

ニ

シ

ス

レ

チ

ノ

ハ

シ

ノ

カ

テ

ノ

ヲ

ニ

ヌ

ナ
ル
コ
ト
ヲ
ル
ヲ

マ

ル

ノ

ヲ

ノ

シ

ヲ

ス
ル

ヲ

ン

ラ

ト

ヤ

ノ

ク

ノ

ハ

テ

ヲ

シ

ト

テ

ヲ

キ
ト

ク

シ
テ

ノ

ニ

シ
テ

ヲ

ル
ル
ハ

ニ

モ

シ

シ

サ
シ
ハ
サ
ン
テ

ノ

ヲ

シ
テ

ヲ

ス
ル
ハ

ヲ

ス

レ

ノ

ト
カ
ヲ

カ

ク

ニ
カ
フ
ル
ニ
テ

セ
イ
ヲ

ブ

ニ

ヱ
ヌ

モ

ヲ

リ

ニ

タ

セ

ノ

イ
カ
ン
ト
ナ
ラ
ハ

ニ

ヌ

ト
モ

ト

ノ

ノ

ノ

ラ

ヱ

セ
ル

ヲ

モ

コ
ト
ク
ケ
カ
レ
タ
ル
カ

シ
ト
云
コ
ト
ヲ
ク
ラ
キ
カ

ヲニ

ニ

ヲ

テ
ウ

ヱ
キ
ノ

ノ

ヲ
ヲ
ク

ノ

ノ

シ
キ
ヨ
ス
ル
ヨ
ヲ

タ
ス
ク
ル

ヲ

テ

ノ

ミ

コ
ヲ

ハ

モ
タ
シ

フ
コ
ト

ト

ト

ア
ヒ
ワ
セ
ン
コ
ト
イ
カ
ン

ノ

ク

ニ

リ

ハ

ハ

ナ
リ

ハ

ユ
ル
シ
テ

ク

ス
ル
コ
ト

ハ

シ
テ

シ

ス
ル
コ
ト

ハ

シ

サ

シ
ヤ

ノ

ノ

ハ

シ

ノ

ノ

ア
ヒ

セ
ン
コ
ト

シシ
テ

一

一

二

ク
ニ

一

二

一

二

一

レ

ツ

レ

レ

二

一

二

一

レ

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

二

一

二

一

ム

下

レ

上

下

レ

二

一

レ

レ

一

ノ

シ
ヨ
ク
ノ一

中

上

コ
ト
シ
ト
云
ト

二

一

レ

ヲ
サ
ム
ル

セ
イ

ワ
ウ

レ

二

一

レ

二

一

一

レ
ユ
ル
ス
コ
ト

一

二

一

＊
十
五
丁
右

＊
十
五
丁
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＊
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タ
ツ
ア
リ
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坐
贓
断
而
已
又
人
王
法
律
法
帝
禁
戒
事
異
義
融
任
法
控
馭
利
益 

甚
多
抂
法
随
心
罪
報
極
重
世
人
不
知
斯
義
不
細
王
法
不
訪
仏
法 

随
愛
憎
而
浮
沈
任
貴
賤
而
軽
重
以
此
馭
代
後
報
何
免
不
可
不
慎 

不
可
不
慎 

又
公
子
先
所
談
旱
澇
疫
癘
天
下
版
盪
僧
人
之
所
招
者
此
亦
不
然 

子
未
見
大
道
妄
吐
斯
言
今
当
攬
秦
鏡
臨
子
面
若
災
由
非
法
之
僧 

尼
者
堯
代
九
年
之
水
湯
時
七
載
之
旱
如
是
旱
澇
由
誰
僧
而
興
彼 

時
無
僧
何
必
由
僧
夏
運
顛
覆
殷
祚
夷
滅
周
末
絶
癈
秦
嗣
早
亡
並 

皆
禍
起
三
女
運
随
天
命
其
日
無
僧
豈
預
仏
法
夫
災
禍
之
興
略
有 

三
種
一
時
運
二
天
罰
三
業
感
時
運
者
所
謂
陽
九
百
六
堯
水
湯
旱 

当
之
是
故
聖
帝
出
宸
見
機
逆
備
減
劫
五
濁
亦
是
天
罰
者
由
教
令 

サ

サ
ウ
シ
テコ
ト
ハ
ル

マ
ク

ノ
ミ

ノ

ト

ツ

テ
イ
ノ

ト

ト

コ
ト
ナ
レ
ト
モ

セ
リ

テ

ニ

コ
ウ

キ
ヨ
ス
レ
ハ

タ

シ

マ
ケ
テ

ヲ

ヘ
ハ

ニ

サ
タ
メ
テ

シ

シ
テ

ラ

ノ

ヲ

ク
ハ
シ
ク

ヲ
モ

ラ
ハ

ヲ

テ

ニ

フ

チ
ン
シ

セ
テ

ニ

ス

テ

ヲ

ヲ
サ
メ
ム
ヲ

カ

レ
ム

ス
ハ
ア
ル
マ

タ

カ

ニ

ノ

ス
ル
カ
ン

ラ
ウ

ヱ
キ

レ
イ

ノ

ハ
ン

タ
ウ
ハ

ナ
リ
ト
イ
フ
ク

ハ

レ

タ

ラ

チ

タ

ミ

ヲ

ミ
タ
リ
ニハ
ケ
リ

ノ

ヲ

マ

ニ

ト
テ

シ
ン

ケ
イ
ヲ

メ
ン

チ
カ
ヲ
モ
テ
ニ
シ

ハ

ル
ト
イ
ハ

ニ

ノ

ノ

ツ

ノ

ノ

ノ

サ
イ

ヒ
テ
リ

ノ

ノ

カ
ン

ラ
ウ

テ
カ

レ
ノ

ニ

ノ

ヲ
コ
リ
シ

ニ

シ

ソ

シ
モ

ラ
ン

ニ

カ
ノ

ウ
ン

テ
ン

フ
ク
シ
イ
ン
ノ

ソ

イ

ヘ
ツ
シ

ノ

ヱ

ハ
イ
シ

ノ

ツ
キ

ハ
ヤ
ク
ホ
ロ
ヒ
シ
コ
ト

セ
シ
コ
ト

ニ

ワ
サ
ハ
井
リ

ヨ
リ

フ

ニ

ノ

シ

ニ

ア
ツ
ケ
ン
ヤ

ニ

レ

ノ

リ
ニ

シ
テ

リ

ニ
ハ

ノ

ニ
ハ

ノ

バ
ツ

ニ
ハ

ノノ

ナ
リ

ノ

ト

ル

ヤ
ウ

ク

ハ
ク

リ
ク
ナ
リ
ノ

ツ

ノ

ヒ
テ
リ

レ
リ

ニ

ノ

ニ

セ
イ

テテ
テ

シ
ン
ニ

テ

キ
ヲ
ア
ラ
カ
シ
メソ
ナ
フ

ノ

レ
ナ
リ
ノ

ト

テ

ニ
シ
テ

レ

レ

レ

レ

一

レ

二
カ
ラ

一

レ

二

一

一

二

一

一

レ
サ
ム

ナ
ニ
カ
ノ
カ
レ
ム

レ

レ

レ

レ

一

レ

レ
ス
シ
テ

二

一

二

一

二

一

二

ノ
ソ
ム

一

二
イ
フ
ハ

一

レ

二

一

レ

レ

ナ
ツ

二
コ
リ

一

二

一

レ

二

一

二

一一

レ

レ

ケ
キ

ヒ
セ
リ

三
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乖
理
天
即
罰
之
孝
婦
不
雨
之
誅
忠
臣
降
霜
之
囚
如
是
之
類
是
也 

業
感
者
悪
業
衆
生
同
生
悪
時
業
感
故
招
如
是
災
如
是
之
論
具
如 

歴
代
五
行
志
等
及
守
護
国
経
王
法
正
論
経
等
子
不
曾
知
斯
義
横 

吐
狂
言
理
不
可
当 

師
曰
有
益
無
益
後
当
陳
答
者
夫
無
病
則
無
薬
有
障
則
有
教
妙
薬 

悲
病
而
興
仏
法
愍
障
而
顕
是
故
聖
人
出
世
必
由
慈
悲
大
慈
与
楽 

大
悲
抜
苦
抜
苦
与
楽
之
本
不
如
防
源
防
源
之
基
非
教
不
得
疾
有 

軽
重
薬
則
強
弱
障
有
厚
薄
教
則
浅
深
増
劫
病
軽
輪
王
御
人
減
劫 

障
厚
如
来
垂
教
五
濁
悪
世
衆
生
病
重
三
毒
鬱
興
八
苦
迫
身
福
徳 

薄
少
貧
病
極
多
斯
即
前
世
悪
因
之
報
感
遂
乃
嗜
味
者
殺
生
命
而 

填
腹
貪
財
者
奪
他
物
而
衣
食
耽
色
飛
蛾
払
炎
滅
身
好
酒
猩
猩
瓫 

ソ
ム
ク
ニ

ニ

チ

ス

ヲ

カ
ウ

フ
ウ
ハ
サ
ツ
シ
ア
メ
フ
ラ

゛

チ
ウ

ノ

ク
タ
ス

モ
ヲ

ツ
ミ

ノ

レ

リ

ノ

ト

ノ

ク

テ

ニ

ノ

ニ

ク
ナ
リ

ヲ

ハ

ハ

シ

リ
ヤ
ク
タ
イ

ヒ

ノ

チ

シ
テ

テ

ラ

ノ

ヲ

ヨ
コ
サ
マ
ニ

ハ
ク

ケ
ン
ヲ

ス

ラ

タ
ル

ノ

ク

ニ

ニ

ス

ハ

レ

ト
キ
ニ
ハ
イ

チ

シ

リ

ト
キ
ニ
ハ
リ

チ

リ

ハ

カ
ナ
シ
ン
テ
ヲ

ヲ
コ
リ

ハ

レ
ン
テ
リ
ヲ

ル

ノ

ニ

ノ

コ
ト

ヨ
ニ

ス

ル

ニ

ハ

シ

ハ

ス

ノ

モ
ト

シ

シ
カ

ン
ニ
ハ
ニ
ハ

ク

ヲ

イ
ハ

レ
ハ

ニ

ス

レ
ハ

ヒ
ニ

リ
ニ

チ

ア
リ

リ
ニ

レ
ハ
カ
ウ

ハ
ク

ニ

チ

ア
リ

ニ
ハ

ヒ

カ
ロ
ケ
レ
ハ

キ
ヨ
ス

ヲ

ニ
ハ

サ
ハ
リ
ア
ツ
ケ
レ
ハ

下
フ

ヲ

ニ
ハ

ノ

ヒ

ヲ
モ
ケ
レ
ハ

サ
カ
リ
ニ

ツ
テ

セ
メ

ヲ

ハ
ク

ニ
シ
テ
ヒ
ン

ヘ
イ

キ
ワ
メ
テ

シ

レ

チ

ノ

ナ
リ

ニ

チ
タ
シ
ナ
ムア
チ
ハ
ヒ
ヲ

コ
ロ
シ
テ

ヲ

ミ
チ
ハ
ラ
ニ
ム
サ
ホ
ル
ラ
ヲ

ノ
ハ
ウ
ホ
フ
テ

　
　
ツ
テ

ヲ

ト
ス
フ
ケ
ル

ロ
ニ

カ
ハ

フ
テ
ホ
ノ
ヲ
ヲホ

ロ
ホ
シ

ヲ

ム

ヲ

シ
ヤ
ウ

ハ
モ
タ
イ
ノ

二

一

レ

レ

ト
カ

一

レ

二

一

二

レ

一

一

二

レ
キ

一

三

二

一

二

一

レ

レ

ヘ
シ
ト
イ
フ

一

レ

レ

レ
サ
ワ

一

レ

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

二

一

フ
セ
ク
ニ
ハ
ト
ヲ

レ

レ

レ

二

一

二

一

レ

レ

レ

シ
キ
リ
ニ

レ

二

一

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

ホ
ト
キ
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辺
被
縛
如
是
邪
見
行
不
可
勝
計
此
生
作
悪
業
後
当
墜
三
途
三
途 

之
苦
経
劫
難
免
如
来
慈
父
見
此
極
苦
説
其
因
果
説
悪
因
果
抜
其 

極
苦
示
善
因
果
授
其
極
果 

修
其
教
者
略
有
二
種
一
出
家
二
在
家
出
家
者
剃
頭
染
衣
比
丘
比 

丘
尼
等
是
也
在
家
者
戴
冠
絡
纓
優
婆
塞
優
婆
夷
等
是
也
上
逹
天 

子
下
及
凡
庶
持
五
戒
十
善
等
帰
依
仏
法
者
皆
是
也
言
菩
薩
者
如 

是
在
家
人
持
十
善
戒
修
六
度
行
者
是
也
出
家
発
大
心
者
亦
是
断 

悪
故
離
苦
修
善
故
得
楽
下
従
人
天
上
至
仏
果
皆
是
断
悪
修
善
之 

所
感
得
為
示
斯
両
趣
大
聖
設
教
仏
教
既
存
弘
行
在
人
是
故
知
法 

者
出
家
伝
灯
仰
道
者
入
道
改
形
経
云
若
有
国
王
父
母
放
人
民
男 

女
等
令
出
家
入
道
所
得
功
徳
無
量
無
辺
有
僧
尼
故
仏
法
不
絶
仏 

リ
ニ
ラ
ル

セ

ノ

ノ

ス

ラ
ア
ゲ
テ
カ
ゾ
ウ

ノ

ニ

テ

ヲ

ニ

ニ

ツ

ニ

ハ

テ
モ

ヲ

シ
マ
ヌ
カ
レ

ノ

テ

ノ

ヲ

下
フ

ノ

ヲ

テ
ハ

ノ

ヲ

ノ

ヌ
キ

ヲ

シ
テ
ハ
ノ

ヲ

下
フ

ノ

ヲ

ス
ル

ノ

ヲ

ノ
ニ

シ
テ

リ

ナ
リ

ニ
ハ

ニ
ハ

ト

ハ

ソ
リ

ヘ
ヲ

ル

ヲ

レ

ナ
リ

ト

キ
カ
ン
ム
リ
ヲマ
ト
ヱ
ルヱ

イ
ヲ

レ

ミ

イ
タ
リ

ニ

モ

フ
マ
テ
ハ
ン

シ
ヨ
ニ

テ

ヲ

ス
ル

ニ

ノ

ナ

レ
ナ
リ

ト

ハ

ノ

ノ

シ

ヲ

ス
ル

ノ

ヲ

ノ

レ

ノ

セ
ル

ヲ

ノ

ナ
リ

ス
ル
カ

ヲ

ル

ヲ

ス
ル
カ

ヲ

ウ

ヲ

モ

リ

ミ

マ
テ

ニ

レ

ナ
リ

ス
ル

ニ

カ

ノ

ヲ

マ
ウ
ケ
下
フ
ヲ

ニ

ス

リ

ト
ニ

ノ

ニ

ル

ヲ

ノ
ハ

テ

ヲ

フ

シ
ヒ
ヲ
ク

ヲ

ノ
ハ

テ

ニ

ム

チ
ヲ

ニ

ク

シ

テ

ユ
ル
シ
テ

ヲ

ム
レ
ハ
シ
メ

セ

ノ

ナ
リ
ト
リ

カ

ニ

ヱ

レ

レ

レ

二

一

二

一

レ

二

一

シ
ハ

シ

レ

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

レ

レ

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

一

レレ

二

一

二

一

二

一

レ

レ

レ

二

一

二

一

二

一

レ

二

一

レ

レ

レ

一

レ

レ

レ

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

レ
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法
存
故
人
皆
開
眼
眼
明
而
行
正
道
遊
正
路
故
至
涅
槃
加
以
経
法 

所
在
諸
仏
護
念
諸
天
守
衛
如
是
利
益
不
可
勝
計 

公
子
曰
知
法
弘
道
者
利
益
灼
然
非
法
非
経
者
何
其
満
国
乎 

師
曰
大
山
徳
広
禽
獣
争
帰
薬
毒
雑
生
深
海
道
大
魚
鼈
集
泳
龍
鬼 

並
住
宝
珠
之
辺
必
有
悪
鬼
囲
遶
宝
蔵
之
側
定
有
盗
賊
窺
窬
美
女 

不
招
好
醜
之
男
争
逐
医
門
不
召
疾
病
之
人
投
帰
腥
肉
集
蟻
臰

屍 

聚
蝿
聖
王
不
言
万
国
競
帰
王
巨
壑
不
思
千
流
各
朝
宗
富
人
不
呼 

貧
人
集
智
者
黙
之
童
曚
聚
明
鏡
瑩
浄
妍
蚩
之
像
現
之
清
水
澄
湛 

大
小
之
相
影
之
大
虚
無
心
万
有
容
之
大
地
無
念
百
草
出
之
堯
子 

不
肖
父
聖
舜
父
欲
殺
子
孝
孔
子
門
徒
其
数
三
千
逹
者
則
七
十
其 

余
則
不
註
釈
尊
弟
子
無
量
無
数
六
群
天
授
善
星
比
丘
濫
行
極
多 

ル
カ

ニ

ナ

ト

ク

コ
ヲ

コ

ニ
シ
テ

シ

ヲ

フ
カ

ニ

ニ

ル

ニ
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

ノ

ヲ
ハ
イ
マ
ス

シ

ス

ノ

ケ
テ
カ
ソ
ウ

カ

ク

リ

ヲ

ム
ル

ヲ

ノ
ハ

シ
ヤ
ク
セ
ン
ナ
リ
ス

ニ

サ
ル

ニ

ノ

ソ

レ

テ
ル

ニ

ヤ

ノ

ヒ
ロ
ケ
レ
ハ

ア
ラ
ソ
ヒ
ヲ
モ
ム
キ

マ
シ
ハ
リ
オ
フ

キ
ナ
レ
ハ

ヘ
ツ

ア
ツ
マ
リヲ
ヨ
キ
　
　
ク

ヒ

ス

リ
ニ
ハ
ス

テ

シ

カ
タ
ハ
ラ
ニ
ハ
テ

テ

キ

ユ
ス

ハ

レ
ト
モ

カ

ノ

ソ
ヒ
ヲ
フ

ハ

レ
ト
モ
メ
サ
サ

ノ

イ
タ
リ
ヲ
モ
ム
クナ

マ
ク
サ
キシ
ク
ニ
ハ

シ
シ

メ

ア
リ
ヲ
ク
サ
キ
カ
ハ
子

ア
ツ
ム
ハ
イ
ヲ

ト
モ
モ
ノ
イ
ハ

キ
ヲ
フ
テ
キ
シ

キ
ミ
ニ
キ
ヨ

カ
ク
ハ
カ
ク

レ
ト
モ
ハ

ル

ノ

ス

フ

ハ

ト
モ
ヨ
ハ

リ

モ
タ
ス
レ
ト
モ

モ
ク

ヲ

マ
ウ

ア
ツ
マ
ル

イ

ケ
イ

ミ
カ
キ

メ
ツ
レ
ハケ
ン

シ
ノ

カ
タ
チ

シ

ニ

タ
ト
ナ
レ
ハ

カ
タ
チ
ウ
カ
フ
ウ
ツ
ル
フ

ニ

レ
ト
モ

イ
フ

イ
ル

レ
ニ

ハ

ト
モ

ヒ

イ
ツ

ヨ
リ

ノ

ハ

セ
ウ
ナ
リ
シ
カ
ト
モ

ハ

ナ
リ
キ
ノ

ハ

セ
シ
カ
ト
モ
コ
ロ
サ
ン
ト

ハ

ア
リ
キ

ノ

ハ

ノ

ナ
レ
ト
モ

ハ

ノ

ハ

シ
ル
サ

ノ

ハ

ナ
レ
ト
モ

ハ

テ

カ
リ
キ

レ

二

一

二

一

二

一

レ

レ

レ

二

一

一

一

一

一

レ

ア
ラ
ユ
ル

ヲ
ヲ
イ
ナ
レ
ハ

二

一

二

一

レ

シ
ユ

レ
ヨ
ハ

ト
ウ

キ

⬜
シ
ヤ
ク

レ

レ
ハ
ヱ

レ

レ
キ

ワ
ウ
シ

レ

レ

レ

レ

ス
ミ

タ
タ
ウ
レ
ハ

レ

レ

レ

レ

レ

セ
イ
ナ
リ

ス
レ
ト
モ

一

ナ
リ
キ

レ
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如
来
在
日
不
得
純
善
何
況
末
代
之
裔
乎
然
猶
如
来
慈
悲
三
界
為 

父
賢
愚
善
悪
何
不
喁
喁
物
理
如
是
何
足
怪
乎
雖
然
変
毒
為
薬
化 

鉄
為
金
堯
戸
可
封
桀
民
可
誅
斯
乃
時
運
之
所
致
皇
風
之
所
染
迦 

葉
如
来
明
説
所
由
事
具
見
守
護
国
経
文
煩
不
抄
要
覧
者
閲
耳 

頌
曰 

　
建
立
与
無
浄
　
雖
深
未
断
煩
　
空
談
内
外
我
　
輪
転
生
死
樊 

　
大
聖
開
羊
乗
　
修
観
得
涅
槃
　
五
停
四
念
処
　
六
十
三
生
観 

　
二
百
五
十
戒
　
持
之
離
八
難
　
人
空
無
漏
火
　
滅
智
身
心
殫 

　
儻
遇
如
来
警
　
廻
心
菩
薩
寛 

問
此
心
亦
依
何
経
論
建
立
耶
答
大
日
経
菩
提
心
論
彼
経
論
何
説 

経
云
謂
如
是
解
唯
薀
無
我
根
境
界
淹
留
修
行
又
云
声
門
衆
住
有 

ヒ
ス
ラ

イ
マ
セ
シ

ス

ナ
ル
コ
ト
ヲ
ニ

ヤ

ハ
ツ
コ
ヲ
ヤ

モ

ヲ

ハ

ノ

ハ

ニ

タ
リ

チ
チ

ソ

ン

ク
井
ヨ
ウ

セ

ノ

リ

ソ

タ
ラ
ンア
ヤ
シ
ム
ニヤ

ト
モ

ト

シ
テ

ヲ

ナ
シ

ト

シ
テ

ヲ

ナ
ス
コ
カ
子
ト

ノ

コ
ハ

ク

ホ
ウ
ス
ケ
ツ
カ

ハ

シ
チ
ウ
シ
ツ

レ

ノ

ノ

ロ

イ
タ
ス
ク
ワ
ウ

ナ
リ

ム
ル

ニ

下
フ

ノ

ヲ

ニ

ヘ
タ
リ

ニ

ケ
レ
ハ
ス

セ

ノ

ノ

ミ
ヨ

ノ
ミ

ト

ト

ト
モ

シ
ト

タ

セ

ヲ

ク

シ
テ

ノ

ヲ

ス

ノ

ホ
ン

下
フ

ヲ

ス
レ
ハ
ウ

ヲ

ト

ト
ヲ

ト

ト
ニ

ス

ス
レ
ハ

ル

ヲ

ノ

ヒ

シ

ヲ

ヲ

ツ
ク
ス

ヌ
レ
ハ

タ
マ
タ
マ

ノ
イ
マ
シ
メ
ニ

ス

ノ

ニ

ハ

テ

ノ

ニ

ス
ル
ヤ

ナ
リ

ノ

ニ

カ

ク

ニ

ク

ク

ク

シ
テ

ヲ

ニ

ヱ
ン

シ

ス

ハ

シ
テ

レ

二

一

ス
ヱ
ヲ
ヤ

レ

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

二

一

二

一

レ

ヒ
ラ
カ
ム

二二

一

レ

レ

レ

ス

二

一

二

一

一

二

一

レ

二

一

シ
テ

二

一

ヲ

ス

上

下

二

一

ス
ル

レ

二

一

ア
ン

ル

二
ハ
ン
ニ

＊
二
十
一
丁
右

＊

＊

＊
二
十
一
丁
左

※
薀…

蘊

※

※
門…

聞

※

現代密教　第34号

― 126 ―

現代密教　第34号　
� P. 126真言宗智山派 216.0

302.0
×１

念校（126）仮＿



縁
地
識
生
滅
除
二
辺
極
観
察
智
得
不
随
順
修
行
因
是
名
声
聞
三 

昧
道
又
云
若
声
聞
所
説
真
言
一
一
句
安
布
菩
提
心
論
証
文
与
下 

文
心
雑
挙
故
不
別
抄
行
相
臨
下
可
知 

 
 第

五
抜
業
因
種
心 

抜
業
因
種
心
者
麟
角
之
所
証
部
行
之
所
行
観
因
縁
於
十
二
厭
生 

死
乎
四
五
見
彼
華
葉
覚
四
相
之
無
常
住
此
林
落
証
三
昧
於
無
言 

業
悩
株
杌
猶
此
而
抜
無
明
種
子
因
之
而
断
爪
犢
遥
望
不
近
建
声 

何
得
窺
窬
游
泳
湛
寂
之
潭
優
遊
無
為
之
宮
自
然
尸
羅
無
授
而
具 

無
師
智
慧
自
我
而
獲
三
十
七
品
不
由
他
悟
薀
処
界
善
不
待
藍
色 

身
通
度
人
不
用
言
語
大
悲
闕
無
方
便
不
具
但
自
尽
苦
証
得
寂
滅 

サ
ト
リ
テ

ニ

ヲ

キ

ヲ

ヲ
モ
テ
ウ

ノ

ヲ

ヲ

ノ

ト

シ

ノ

ハ

ス
ト

ノ

ノ

ハ

ト

ノ

ノ

ロ

ヘ

ル

ニ

セ

テ

ニ

シ

ヌ

ト
イ
フ
ハ

ナ
リ

シ

ヲ

ニ

フ

ヲ

ニ

テ

ノ

ヲ

ト
リ

ヲ

シ
テ

ノ

ニ

ス

ヲ

ニ

ノ

チ
ウ

コ
ツ

ヨ
テ

レ
ニ

キキ

ノノ

ヲ

テ

ニ

ス

テ

ニ

ス

ハ
ル
カ
ニ

メ
ト
モ

ツ
カ
コ
ン
ニ

ソ

ン

キ

ユ
ウ

ヱ
イ
シ

ユ
ス
ル
コ
ト
ヲ

フ
チ
ニ
イ
ウ

イ
ウ
ス

ヤ
ニ

ノ

シ
テ

コ
ト

シ

ノ

ニ
シ
テ

タ
リ

ハヲ

シ
テ

ラ

ニ

リ

ノヲ

ハ

ス

タ

ヲ
ア
リ

ヲ
モ
テ
ス

ヲ

ス

井

ヲ

テ

シ

ス

セ

タ

ミ
ラ

シ
テ
シ

ヲ

ス

ヲ

一

一

一

二

一

二

一

二
ク
ト

一

セ
リ
ト

一

二

一

一

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

二

一

レ

二

一

レ

二

一

レ

二

一

二

一

一

タ
ワ
フ
ル

一

レ

二

レ

レ

二

一

レ

レ

シ
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ア
井
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ロ
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レ

レ

二

一

レ

シ

レ

二

一 ＊
二
十
二
丁
右

＊

＊

＊
二
十
二
丁
左

※
薀…

蘊

※

一
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故
経
云
抜
業
煩
悩
株
杌
無
明
種
子
生
十
二
因
縁
又
云
是
中
辟
支 

仏
復
有
小
差
別
謂
三
昧
分
異
浄
除
於
業
生 

釈
云
謂
十
二
因
縁
者
守
護
国
経
云
復
次
善
男
子
如
来
於
一
切
静 

慮
解
脱
等
持
等
至
伏
滅
煩
悩
生
起
因
縁
皆
如
実
知
仏
云
何
知
謂 

知
衆
生
煩
悩
生
起
以
何
因
生
以
何
縁
生
滅
惑
清
浄
何
因
能
滅
何 

縁
能
滅 

此
中
煩
悩
生
因
縁
者
謂
不
正
思
惟
以
此
為
其
因
無
明
為
縁
無
明 

為
因
行
為
縁
行
為
因
識
為
縁
識
為
因
名
色
為
縁
名
色
為
因
六
処 

為
縁
六
処
為
因
触
為
縁
触
為
因
受
為
縁
受
為
因
愛
為
縁
愛
為
因 

取
為
縁
取
為
因
有
為
縁
有
為
因
生
為
縁
生
為
因
老
死
為
縁
煩
悩 

為
因
業
為
縁
見
為
因
貪
為
縁
随
眠
煩
悩
為
因
現
行
煩
悩
為
縁
此 

ニ

ニ

ク

ク
ト

ト

ト
ノ

ト

ノ

ノ

ス
ル
ト
ヲ

ヲ

ク

ノ

ニ

ハ

リ

シ
キ
ノ
キ

ク

ニ
シ
テ

ス

コ
ツ

ヲ

シ
テ

ク

ト

ハ

五

ニ

ク

ニ

ハ

テ

ノ

ヂ

ジ
ニ

シ

ヲ

ス
ル

ヲ

ノ

下
ヘ
リ

カ

下
フ

ク

ヘ
リ

ノ

ノ

ス
ル
コ
ト
ハ
ハ

テ

ノ

ヲ

シ

テ

ヲ

ノ

ス

シ
テ

ヲ

ナ
ル
コ
ト
ノ

ヲ
モ
テ
ク

シ

ノ

ヲ
モ
テ
ク

ス
ト
云
コ
ト
ヲ

ノ

ニ

ノ

ス
ル

ト

ハ

ク

ナ
リ

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

シ

ト

ヲ

ス

ト

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

メ
ン

ヲ

シ

ト

ヲ

ス

ト

ハ

三

二

一

二

一

二

二

一

ニ
シ
テ

二

一

二

一

二

一

レ

下

二

一

二

一

レ

ノ

ク

シ

ノ

ク

上

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

＊
二
十
三
丁
右

＊

＊
二
十
三
丁
左

＊

＊

＊
二
十
四
丁
右

ト

ヲ
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是
煩
悩
生
起
因
縁 

云
何
衆
生
滅
諸
煩
悩
所
有
因
縁
有
二
種
因
有
二
種
縁
云
何
為
二 

一
者
従
他
聞
種
種
随
順
法
声
二
者
内
心
起
於
正
念
復
次
有
二
種 

因
有
二
種
縁
能
令
衆
生
清
浄
解
脱
謂
奢
摩
他
心
一
境
故
毘
鉢
舎 

那
能
善
巧
故
復
次
有
二
種
因
有
二
種
縁
不
来
智
故
如
来
智
故
復 

次
有
二
種
因
縁
微
細
観
察
無
生
理
故
近
解
脱
故
復
次
有
二
種
因 

縁
具
足
行
故
智
慧
解
脱
現
在
前
故
復
有
二
種
因
縁
謂
尽
智
故
無 

生
智
故
復
有
二
種
因
縁
随
順
覚
悟
真
諦
理
故
随
順
獲
得
真
諦
智 

故
此
是
衆
生
除
滅
煩
悩
清
浄
因
縁
如
来
悉
知 

復
次
善
男
子
煩
悩
因
縁
無
有
数
量
解
脱
因
縁
亦
無
有
数
量
或
有 

煩
悩
能
与
解
脱
以
為
因
縁
観
実
体
故
或
有
解
脱
能
与
煩
悩
以
為 

レ

ノ

ナ
リ

カ

ノ

ス
ル

ノ

ヲ

ノ

ニ

リ

ノ

リ

ノ

ト

カ
テ

ニ

ク

ノ

ツ

ヲ

ニ

ス

ヲ

ニ

リ

ノ

リ

ノ

ク

シ
テ

ヲ

ニ

セ

ク

シ
ヤ

ナ
ル
カ
ニ

ク

ナ
ル
カ

ニ

リ

ノ

リ

ノ

ノ

ニ

ノ

ニ

ニ

リ

ノ

ニ

ス
ル
カ

ノ

ヲ

ニ

ツ
ク
カ

ニ

ニ

ニ

リ

ノ

ノ

ニ

ト

ト

ス
ル
カ
ニ

リ

ノ

ク

ノ

ニ

ノ

ニ

リ

ノ

シ
テ

ス
ル
カ

ノ

ヲ

ニ

シ
テ

ス
ル
カ

ノ

ヲ

ニ

レ
ハ

レ

ノ

ス
ル

ヲ

ノ

ナ
リ

ク

下
ヘ
リ

ノ

ニ

レ
ハ

コ
ト
シ
ユ

ノ

モ

シ

コ
ト

ハ

テ

ク

タ
メ
ニ

ノ

テ

ナ
ル

ト

ス
ル
カ

ヲ

ニ

ハ

テ

ク

メ
ニ

ノ

テ

ナ
ル

二

一

二

一

二

一

一

レ

二

一

二

一

二

一

一

下
シ
ム

一

上

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

レ
ヽ

一

ヽ

一

二下

一

一

二中

上一

二

一

リ
下

一
ノ

一

二中

〽

〽

〽

〽

〽

〽

〽
＊

＊
二
十
四
丁
左

＊
二
十
五
丁
右

＊

二
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因
縁
生
執
著
故 

頌
曰 

　
縁
覚
鹿
車
無
言
説
　
部
行
麟
角
類
不
同 

　
因
縁
十
二
深
観
念
　
修
習
百
劫
具
神
通 

　
抜
業
煩
悩
及
種
子
　
灰
身
滅
智
如
虚
空 

　
湛
然
久
酔
臥
三
昧
　
蒙
警
廻
心
一
如
宮 

問
此
住
心
亦
依
何
経
論
説
耶
答
大
日
経
菩
提
心
論
彼
経
論
何
説 

経
云
縁
覚
抜
業
煩
悩
株
杌
無
明
種
子
生
十
二
因
縁
離
建
立
宗
等 

如
是
湛
寂
一
切
外
道
所
不
能
知
先
仏
宣
説
離
一
切
過
又
言
縁
覚 

深
観
察
因
果
住
無
言
説
法
不
転
無
言
説
於
一
切
法
証
極
滅
語
言 

三
昧
是
為
縁
覚
三
昧
道
又
云
秘
密
主
若
住
縁
覚
声
聞
所
説
真
言 

ト

ス
ル
カ

ヲ

ニ

ノ

ハ

シ

ト

ト

ナ
リ

ノ

ハ

ノ

ヲ

ク

シ

ニ

ヲ

ス

イ
テ

ト

ト

ヒ

ト
ヲ

ケ

ス
ル
コ
ト

ノ

シ

ト
シ
テ
ク

セ
リ

ニ

フ
テ

メ
ヲ

ス

ノ

ニ

フ
テ

ノ

ハ

テ

ノ

ニ

ク
ソ
ヤ

ナ
リ

ノ

ニ

カ

ク

ニ

ク

ハ

テ

ノ

ト

ノ

ノ

ス
ル
ト
ヲ

ヲ

タ
リ

ノ

ヲ

ノ

ハ

ノ

ノ

ナ
リ

ル

ハ

ル
コ
ト

ノ

ナ
リ

タ
リ

ヲ

ク

ハ

ク

シ

ヲ

シ
テ

ノ

ニ

セ

シ

ト
イ
ハ
テ

ノ

ニ

ス
ル
ナ
リ

ヲ

ヲ

ス

ノ

ト

ク

シ
テ
ハ
シ
テ
ハ

ノノ

ノノ

ニノ

一上

一

二

一 一

ス
ル
コ
ト

二

一

二

一

二

二

一

一

二

ヲ

ヱ
ス

一

テ
カ

一

二

二

一

二

一

一

ヽ

ヽ

一

シ
下
ヘ
リ
二

一

二

一

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

＊

＊
二
十
五
丁
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＊

＊
二
十
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右
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摧
害
於
諸
過
又
云
声
聞
所
説
真
言
一
一
句
安
布
是
中
辟
支
仏
復 

有
小
差
別
謂
三
昧
分
異
浄
除
於
業
生 

龍
猛
菩
薩
菩
提
心
論
云
又
二
乗
之
人
声
聞
執
四
諦
法
縁
覚
執
十 

二
因
縁
知
四
大
五
陰
畢
竟
磨
滅
深
起
厭
離
破
衆
生
執
勤
修
本
法 

剋
証
其
果
趣
本
涅
槃
已
為
究
竟
真
言
行
者
当
観
二
乗
之
人
雖
破 

人
執
猶
有
法
執
但
浄
意
識
不
知
其
他
久
久
成
果
位
以
灰
身
滅
智 

趣
其
涅
槃
如
太
虚
空
湛
然
常
寂
有
定
性
者
難
可
発
生
要
待
劫
限 

等
満
方
乃
発
生
若
不
定
性
者
無
論
劫
限
遇
縁
便
廻
心
向
大
従
化 

城
起
以
為
超
三
界
謂
宿
信
仏
故
乃
蒙
諸
仏
菩
薩
加
持
力
而
以
方 

便
遂
発
大
心
乃
従
初
十
信
下
遍
歴
諸
位
経
三
無
数
劫
難
行
苦
行 

然
得
成
仏
既
知
声
聞
縁
覚
智
慧
狭
劣
亦
不
可
楽 

ス
ト

ヲ

ノ

ハ

セ
リ

ノ

ノ

ニ

ハ

ス

ヲ

リ

ニ

リ

シ
キ
ノ

ク

ニ

ニ
シ
テ

ス
ト

ヲ

ノ

ニ

ク

ノ

ア
リ

ハ

シ

ノ

ヲ

ハ

ス

ヲ

テ

ヲ
ン

ス
ト

ク

テ

ヲ

シ

ノ

ヲ

ヲ

シ
テ

コ
ク

ス

ノ

ヲ

ヲ
モ
ム
キ

ニ

ヲ
ハ
ル
ヲ

ス

ト

ニ

ス

ハ

ト

ヲ

シ

リ

シ

メ
テ

ヲ

ノ

ヲ

ニ

ス

ヲ

テ

ケ

ヲ

ヌ
レ
ハ
ノ

ニ

シ
テ
ダ

ノ

ト
シ
テ

ナ
リ

ル

ノ
ハ

シ

コ
ト

ス

カ 

ス

テ

ノ

ヲ

サ
ニ

チ

ス

シ

ノ

ノ
ハ

ス
ル
コ
ト

ヲ

ヘ
ハ

ニ

チ

ス

リ

タ
テ

ヲ
モ
ヘ
リ

⬜
ト

ヲ

ク

ム
カ
シ

セ
シ
カ
ヲ

ニ

シ

フ
テ

ノ

ヲ

テ

ヲ

ニ

ス

ヲ

シ

メ

モ

シ
テ

ヲ

ヘ

ヲ

シ
テ

シ
テ

ス
ル
コ
ト
ヲ
ニ

ヌ

ハ

ナ
レ
ハ

ス
ト

フ

二

一一

二

一

二

一

二

一二

二

一

二

一

二

一

キ
シ

一

二

一

二

一

二

シ

一

二

一

二

一

レ
シ

レ
ヽ

一

二

一

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

二
ク
コ
ト

一

二

一

二

一

レ

一

二

一

レ
ヽ

一

レ

二

一

三

二
タ
リ

一

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二
ク

ヘ
テ

一

二

一

二

一

レ

レ

＊
二
十
六
丁
左

＊

＊
二
十
七
丁
右

＊
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十
住
論
云
若
堕
声
聞
地
及
辟
支
仏
地
若
爾
者
是
大
衰
患
如
助
道 

法
中
説 

　
若
堕
声
聞
地
　
及
辟
支
仏
地
　
是
名
菩
薩
死
　
則
失
一
切
利 

　
若
堕
於
地
獄
　
不
生
如
是
畏
　
若
堕
二
乗
地
　
即
為
大
怖
畏 

　
堕
於
地
獄
中
　
畢
竟
得
至
仏
　
若
堕
二
乗
地
　
畢
竟
遮
仏
道 

　
仏
自
於
経
中
　
解
説
如
是
事
　
如
人
貪
寿
者
　
斬
首
則
大
畏 

　
菩
薩
亦
如
是
　
若
於
声
聞
地
　
及
辟
支
仏
地
　
応
生
大
怖
畏 

 
 秘

蔵
宝
鑰
巻
中 

ニ

ク

シ

セ
ハ

ト

ヒ

ト
ニ

シ

ラ
ハ

レ

キ
ナ
ル
ス
イ

ケ
ン
ナ
リ
シ

ノ

ニ

カス
ル

ヒ

ニ

ヲ

ク

ト

ノ

チ

ス

ノ

ヲ

ス
ル
ニ
ハ

ニ

ス

セ

ノ

ヲ
ソ
レ
ヲ

シ

ル
ヲ
ハ

ニ

チ

ス

ト

ス
ル
ハ

ノ

ニ

シ
テ

ヘ
シ
ル
コ
ト
ヲ
ニ

シ
ヌ
レ
ハ

ニ

シ
テ

ス

ヲ

ミ 

ラ

ノ

ニ

下
フ

ノ

コ
ト
ヲ

ク

ノ

ス
ル

ヲ

ノ
ハ

キ
ル
ヲ

ヘ
ヲ

ニ

ル
ル
カ

モ

シ

ノ

シ

テ

ヒ

ニ

シ

ス

ヲ

二

一

二

一二 二

一

二

一

二

一

ヲ
ハ

一一一

レ

二

レ

一

二

一

二

一

二
ス
レ
ト
モ

レ
ウ

ヽ

一

二

一

二

一

二

レ

ヘ
リ

一

下

ホ
ル

一

一

ナ
ル

上
ト
ス
ル
カ

レ

二

一

レ

二

一

四

＊
二
十
七
丁
左

＊

＊

＊
二
十
八
丁
右

☆
　
新
文
庫
本…

等
持
之
清
涼
廓
同
大
虚
湛
然
無
為
何
其
楽
乎
尚
身
智
之
灰
滅 

　
　
慶
讃
版…

…

等
持
之
清
涼
尚
身
智
之
灰
滅
廓
同
大
虚
湛
然
無
為
何
其
楽
乎
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六
、
分
析
ノ
ー
ト

　
前
稿
に
て
、
頼
瑜
『
勘
註
』、『
新
文
庫
本
』、
運
敞
『
纂
解
』、『
堅
康
本
』
を
比
較
し
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
上
に
お
け
る
相
違
す
る

読
み
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
二
つ
の
表
か
ら
検
討
を
試
み
た
。

　
本
稿
に
お
い
て
も
前
稿
に
引
き
続
き
同
様
の
比
較
を
行
い
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
に
お
け
る
読
み
の
異
同
に
つ
い
て
の
分
析
を
試

み
る
。

　（一
）
表
⑴
に
つ
い
て

　
表
⑴
は
、『
新
文
庫
本
』
に
お
い
て
頼
瑜
点
・
根
来
点
が
併
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
っ
て
、

頼
瑜
『
勘
註
』
の
読
み
と
、『
新
文
庫
本
』
に
示
さ
れ
る
頼
瑜
点
の
読
み
の
異
同
を
検
討
す
る
。

表
⑴

頼
瑜『
勘
註
』

『
新
文
庫
本
』

運
敞『
纂
解
』

『
堅
康
本
』

1
禿
頭
割
衣
し
鉄
杖
鋼
盂
あ
り

頼
：
禿
頭
割
衣
に
し
て
鉄
杖
鋼
盂
す

根
：
禿
頭
割
衣
し
て
鉄
杖
鋼
盂
す

禿
頭
割
衣
し
鉄
杖
鋼
盂
あ
り

禿
頭
割
衣
し
鉄
杖
鋼
盂
あ
り

2
天
下
の
版
盪

頼
：
天
下
の
版
盪

根
：
天
下
が
版
盪

天
下
の
版
盪

天
下
の
版
盪

3
若
か
じ
、
一
切
に
度
を
停
め
て
、
供

を
絶
た
ん
に
は

頼
：�

若
か
じ
、
一
切
に
度
を
停（
や
）め（
停（
と
ど
）

め
て
）、
供
を
絶
た
ん
に
は

根
：�

一
切
に
度
を
停（
や
）め
、
供
を
絶
た
ん
に
は
、

若
か
じ

若
か
じ
、
一
切
に
度
を
停（
と
ど
）め
て
、

供
を
絶
た
ん
に
は

若
か
じ
、
一
切
に
度
を
停
め
て
、
供
を
絶
た
ん
に

は
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4
其
の
人
既
に
往（
送
り
仮
名
な
し
）

頼
：
其
の
人
既
に
往
き
し
か
ば

根
：
其
の
人
既
に
往
く

其
の
人
既
に
往
き
ぬ

其
の
人
既
に
往
く

5
何
ぞ
絶
え
ん
哉

頼
：
何
ぞ
絶
え
ん
哉

根
：
何
ぞ
絶
た
ん
哉

何
ぞ
絶
え
ん
哉

何
ぞ
絶
え
ん
哉

6
年
は
家
ご
と
に

頼
：
年
は
家
ご
と
に

根
：
年
に
は
家（
い
え
い
え
）

年
は
家
ご
と
に

年
は
家
ご
と
に

7
火
、
曰（
ま
こ
と
）に

頼
：
火
は
曰（
ま
こ
と
）に

根
：
火
は
曰
わ
く

火
は
曰
わ
く
・
曰（
こ
こ
）に

版
：
火
、
曰（
ま
こ
と
）に

朱
：
火
は
曰
わ
く

8
古
聖
も
亦
た
難
し
と
せ
り

頼
：�

古
聖
す
ら
亦
た
難（
な
や
）め
り
・�

古
聖
す
ら
亦
た
難（
は
ば
）か
る

根
：
　
　
　
　
亦
た
難（
か
た
）く
せ
り

古
聖
も
亦
た
難
し
と
せ
り

版
：
古
聖
も
亦
た
難
く
せ
り

朱
：
古
聖
も
亦
た
難
し
と
せ
り

9
天
下
を
宰（
つ
か
さ
ど
）っ
て

頼
：
天
下
を
宰（
つ
か
さ
ど
）っ
て

根
：
天
下
を
宰（
さ
い
）し
て

天
下
を
宰（
さ
い
）し
て

版
：
天
下
を
宰
て

朱
：
天
下
を
宰（
さ
い
）し
て

１０
忠
孝
を
修
む
る

頼
：
忠
孝
を
修
せ
る

根
：
忠
孝
を
修（
お
さ
）む
る

忠
孝
を
修
す
る

忠
孝
を
修
む
る

１１
多
費
を
撿
え
ざ
る

頼
：
多
く
の
費
を
撿
え
ざ
る

根
：
多
き
費
を
撿
え
ざ
る

多
費
を
撿
え
ざ
る

版
：
多
く
の
費
を
撿
え
ざ
る

朱
：
多
費
を
撿
え
ざ
る

１2
績（
わ
ざ
）と
為
ば

頼
：
績（
せ
き
）と
為
ば

根
：
績（
わ
ざ
）と
為
ば

績（
せ
き
）と
為
ば

績（
わ
ざ
）と
為
ば

１3
乍（
た
ち
ま
ち
）に

頼
：
乍（
に
わ
か
）に

根
：
乍（
た
ち
ま
ち
）に

乍（
た
ち
ま
ち
）に

乍（
た
ち
ま
ち
）に

１4
斯
の
言
、
噵
う
こ
と
莫
れ

頼
：
斯
の
言
、
噵
う
こ
と
莫
れ

根
：
噵
う
こ
と
莫
れ
、
斯
の
言

噵
う
こ
と
莫
れ
、
斯
の
言

版
：
斯
の
言
、
噵
う
こ
と
莫
れ

朱
：
噵
う
こ
と
莫
れ
、
斯
の
言

１5
何
ぞ
脱
れ
ん

頼
：
何
が
脱
れ
ん

根
：
何（
い
ず
く
）ん
か
脱
れ
ん

何
ぞ
脱
れ
ん

何
ぞ
脱
れ
ん

１6
為
当（
は
た
）

頼
：
為
当（
は
た
）

根
：
為
わ
く
当
に

為
当（
は
た
）

為
当（
は
た
）

１7
戒
慧
を
具
せ
る
者
は

頼
：
戒
慧
を
具
せ
る
者
も

根
：
戒
慧
を
具
せ
る
者

戒
慧
を
具
せ
る
者

戒
慧
を
具
せ
る
者
は
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１8
然
る
を
今

頼
：
然
る
を
今

根
：
然
る
に
今

然
る
に
今

版
：
然
る
を
今

朱
：
然
る
に
今

１9
相
和
に
与
奪
あ
り

頼
：
相
和
せ
ん
こ
と
与
奪
し
・
相
和
与
奪
あ
り

根
：
相
い
和
与
奪
し
て

相
和
す
る
に
与
奪
あ
り

相
和
に
与
奪
あ
り

2０
事
異
に
義
融
ぜ
り

頼
：
事
異
な
れ
ど
も
義
融
ぜ
り

根
：
事
異
に
し
て
義
融
ぜ
り

事
異
に
し
て
義
融
ぜ
り

事
異
に
し
て
義
融
ぜ
り

2１
代
を
馭
む

頼
：
代
を
馭
め
ん

根
：
代
を
馭
む

代
を
馭
す

代
を
馭
む

22
斯
の
言
を
吐
く

頼
：
斯
の
言
を
吐
け
り

根
：
斯
の
言
を
吐
く
・
斯
の
言
を
吐
け
ば

斯
の
言
を
吐
く

斯
の
言
を
吐
く

23
大
慈
楽
を
与
え
、
大
悲
苦
を
抜
く

頼
：
大
慈
は
与
楽
し
、
大
悲
は
抜
苦
す

根
：
大
慈
楽
を
与
え
、
大
悲
苦
を
抜
く

大
慈
は
楽
を
与
え
、
大
悲
は
苦
を
抜

く

大
慈
楽
を
与
え
、
大
悲
苦
を
抜
く

24
出
家
入
道
せ
令
む
る

頼
：
出
家
入
道
せ
令
む
れ
ば

根
：
出
家
入
道
せ
令
め

出
家
入
道
せ
令
む
る

出
家
入
道
せ
令
む
る

25
然
れ
ど
も
猶
お

頼
：
然
れ
ど
も
猶
お

根
：
然
ら
ば
猶
お

然
れ
ど
も
猶
お

然
れ
ど
も
猶
お

26
此
れ
に
猶
っ
て
抜
き
、
無
明
の
種
子
、

之
れ
に
因
っ
て
断
ず
。
爪
犢
…

頼
：�

此
れ
に
猶
っ
て
抜
き
、
無
明
の
種
子
、
之
れ

に
因
っ
て
断
ず
。
爪
犢
…

根
：�

此
れ
に
猶
っ
て
無
明
の
種
子
を
抜
き
、
之
れ

に
因
っ
て
爪
犢
断
ず
。

此
れ
に
猶
っ
て
抜
き
、
無
明
の
種
子
、

之
れ
に
因
っ
て
断
ず
。
爪
犢
…

此
れ
に
猶
っ
て
抜
き
、
無
明
の
種
子
、
之
れ
に
因

っ
て
断
ず
。
爪
犢
…

27
何
の
因
を
も
っ
て
能
く
滅
し
、
何
の

縁
を
も
て
能
く
滅
す
と
知
り
た
ま
え

り

頼
：�

何
の
因
を
も
て
能
く
滅
し
、
何
の
縁
を
も
て

能
く
滅
す
と
い
う
こ
と
を
知
り
た
ま
え
り

根
：�

何
の
因
能
く
滅
し
、
何
の
縁
能
く
滅
す
と
い

う
こ
と
を
知
り
た
ま
え
り

何
の
因
を
も
っ
て
能
く
滅
し
、
何
の

縁
を
も
っ
て
能
く
滅
す
と
知
り
た
ま

え
り

何
の
因
を
も
っ
て
能
く
滅
し
、
何
の
縁
を
も
て
能

く
滅
す
と
知
り
た
も
う

28
一
一
の
句
、
安
布
せ
り
。
是
の
中
に

…

頼
：
一
一
の
句
、
安
布
せ
り
。
是
の
中
に
…

根
：
一
一
の
句
、
是
の
中
に
安
布
せ
り
。

一
一
の
句
、
安
布
せ
り
。
是
の
中
に

…

一
一
の
句
、
安
布
せ
り
。
是
の
中
に
…

　
頼
瑜
『
勘
註
』
の
読
み
と
『
新
文
庫
本
』
の
読
み
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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（
１
）
頼
瑜
『
勘
註
』
の
読
み
と
『
新
文
庫
本
』
の
頼
瑜
点
の
読
み
が
同
じ
も
の
：2.3.5.6.9.１4.１6.１8.25.26.28

（
２
）
頼
瑜
『
勘
註
』
の
読
み
と
『
新
文
庫
本
』
の
根
来
点
の
読
み
が
同
じ
も
の
：１０.１2.１3.2１.22.23

（
３
）�
頼
瑜
『
勘
註
』
の
読
み
が
『
新
文
庫
本
』
の
頼
瑜
点
・
根
来
点
の
読
み
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
も
の
：1.4.7.8.１１.１5.１7.１9.�

2０.24.27

　　
巻
中
に
お
い
て
も
前
稿
と
同
様
の
比
較
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、（
１
）
を
み
る
と
、
頼
瑜
『
勘
註
』
の
読
み
と
『
新
文
庫
本
』
の
頼

瑜
点
と
同
じ
読
み
を
す
る
も
の
は
十
一
箇
所
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、（
２
）（
３
）
の
よ
う
に
、
頼
瑜
点
と
相
違
す
る
読
み
を
す
る
も

の
は
十
七
箇
所
み
ら
れ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
前
稿
の
比
較
結
果
と
同
様
、『
新
文
庫
本
』
に
付
さ
れ
る
頼
瑜
点
は
、
頼
瑜
『
勘
註
』
の
読
み
と
は
異
な
る
も

の
が
多
数
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
前
稿
の
分
析
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
、『
新
文
庫
本
』
に
付
さ
れ
る
頼
瑜
点
が
、

あ
く
ま
で
も
「
賢
秀
に
伝
承
さ
れ
た
頼
瑜
の
読
み
」
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
、
巻
中
に
お
い
て
も
成
立
す
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
。

　　
次
に
、『
新
文
庫
本
』
と
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
を
比
較
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
『
新
文
庫
本
』
の
頼
瑜
点
の
読
み
と
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
が
同
じ
も
の
：2.3.5.6.１2.１6.25.26.28

②
『
新
文
庫
本
』
の
根
来
点
の
読
み
と
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
が
同
じ
も
の
：7.9.１3.１4.１7.１8.2０.22

③
『
新
文
庫
本
』
の
頼
瑜
点
・
根
来
点
の
読
み
と
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
が
異
な
る
も
の
：1.4.8.１０.１１.１5.１9.2１.23.24.27

④
③
の
う
ち
、
運
敞
『
纂
解
』
と
頼
瑜
『
勘
註
』
の
読
み
が
同
じ
も
の
：1.8.１１.１5.24.27
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　『
新
文
庫
本
』
と
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
を
比
較
す
る
と
、
①
に
み
ら
れ
る
通
り
、『
新
文
庫
本
』
の
頼
瑜
点
と
同
じ
読
み
を
す
る

も
の
が
九
箇
所
、
②
に
み
ら
れ
る
通
り
、
根
来
点
と
同
じ
読
み
を
す
る
も
の
が
八
箇
所
あ
る
。
ま
た
、
③
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
頼

瑜
点
・
根
来
点
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
読
み
を
す
る
も
の
が
十
一
箇
所
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
も
前
稿
と
同
様
の
結

果
が
得
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
は
、『
新
文
庫
本
』
の
頼
瑜
点
・
根
来
点
の
い
ず
れ
か
を
重
視
し
た
も
の
で

は
な
く
、
頼
瑜
点
・
根
来
点
を
適
宜
選
択
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
さ
ら
に
③
④
を
み
る
限
り
、
運
敞
は
、『
新
文
庫
本
』
の
み
な

ら
ず
、
少
な
く
と
も
頼
瑜
『
勘
註
』
を
含
め
た
他
の
史
料
も
参
照
し
、
校
合
し
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
表
⑵
に
つ
い
て

　
表
⑵
は
、『
堅
康
本
』
に
お
い
て
朱
書
き
が
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
っ
て
、
運
敞
『
纂
解
』

の
読
み
と
、『
堅
康
本
』
の
読
み
と
を
比
較
検
討
す
る
。
こ
の
検
討
に
よ
っ
て
前
稿
と
同
様
に
、
運
敞
の
読
み
が
『
堅
康
本
』
に
伝

承
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。

表
⑵

頼
瑜『
勘
註
』

『
新
文
庫
本
』

運
敞『
纂
解
』

『
堅
康
本
』

1
殺
を
言
い
、
収
を
言
う
に

殺
れ
と
言
い
、
収
め
よ
と
言
う
に

殺
を
言
い
、
収
を
言
う
に

版
：
殺
を
言
い
、
収
を
言
う
に

朱
：
殺
れ
と
言
い
、
収
め
よ
と
言
う
に

2
且（
か
つ
が
）つ

且（
し
ば
ら
）く

且（
し
ば
ら
）く
・
且（
か
つ
が
）つ

版
：
且（
し
ば
ら
）く

朱
：
且（
し
ば
ら
）く
・
且（
か
つ
が
）つ

3
人
、
賢
愚
殊
な
り

人
に
賢
愚
殊
な
り

人
、
賢
愚
殊
な
り

版
：
人
に
賢
愚
殊
な
り

朱
：
人
、
賢
愚
殊
な
り
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4
奇
秀
な
る
／
霊
異
な
る

奇
秀
な
る
／
霊
異
な
る

奇
秀
な
る
／
霊
異
な
る

版
：
奇
秀
た
る
／
霊
異
た
る

朱
：
奇
秀
な
る
／
霊
異
な
る

5
誰
か
実
を
見
る

誰
か
実
を
見
ん

誰
か
実
を
見
た
る

版
：
誰
か
実
を
見
る

朱
：
誰
か
実
を
見
た
る
・
誰
か
実
を
見
ん

6
摧（
う
せ
）ん
じ
か
ど
も

頼
：�

摧（
う
せ
）し
か
ど
も�

摧（
く
だ
）け
し
か
ど
も

根
：
摧（
く
だ
）け
□
し
か
ど
も

摧
け
し
か
ど
も

版
：
摧（
う
せ
）ん
じ
か
ど
も

朱
：
摧（
く
だ
）け
し
か
ど
も

7
日
月
は
東
流
す
。
南
斗
は
随
い

日
月
は
東
流
し
、
南
斗
は
随
っ
て

日
月
は
東
流
す
。
南
斗
は
随
い

版
：
日
月
は
東
流
す
。
南
斗
は
随
い

朱
：
日
月
は
東
流
し
、
南
斗
は
随
っ
て

8
紂
民
は
戸
を
編
ん
で
戮
す
可
し

紂
が
民
、�

編
戸
に
し
て
戮
し
つ
可
け
れ
ど
も
・�

戸
を
編
ん
で
戮
し
可
か
り
し
か
ど
も

紂
民
は
編
戸
、
戮
す
可
し

版
：
紂
民
、
戸
を
編
ん
で
戮
す
可
し

朱
：
紂
民
は
編
戸
、
戮
す
可
し

9
堯
戸
は
屋
を
比
べ
て
封
ず
可
し

堯
の
戸
は
比
屋
に
し
て（
屋
を
比
べ
て
）封
し
つ
可

け
れ
ど
も

堯
戸
は
比
屋
、
封
ず
可
し

版
：
堯
戸
は
屋
を
比
べ
て
封
ず
可
し

朱
：
堯
戸
は
比
屋
、
封
ず
可
し

１０
火
、
曰（
ま
こ
と
）に

頼
：
火
は
曰（
ま
こ
と
）に

根
：
火
は
曰
わ
く

火
は
曰
わ
く
・
曰（
こ
こ
）に

版
：
火
、
曰（
ま
こ
と
）に

朱
：
火
は
曰
わ
く

１１
屈（
く
じ
）な
け
た
る
が

屈
せ
る
が
・
屈（
く
じ
）け
た
る
が

屈（
く
じ
）け
た
る
が

版
：
屈（
く
じ
）け
た
る
が

朱
：
屈（
か
が
）め
る
が

１2
古
聖
も
亦
た
難
し
と
せ
り

頼
：�

古
聖
す
ら
亦
た
難（
な
や
）め
り
・�

古
聖
す
ら
亦
た
難（
は
ば
）か
る

根
：
　
　
　
　
亦
た
難（
か
た
）く
せ
り

古
聖
も
亦
た
難
し
と
せ
り

版
：
古
聖
も
亦
た
難
く
せ
り

朱
：
古
聖
も
亦
た
難
し
と
せ
り

１3
和
光
同
塵
は

光
を
和
げ
て
塵
に
同
ず
る
こ
と
は

和
光
同
塵
は

版
：
和
光
同
塵
は

朱
：
光
を
和
げ
塵
に
同
ず
る
こ
と
は

１4
民
を
御
む
る

民
を
御
む
る

民
を
御
す
る

版
：
民
を
御
む
る

朱
：
民
を
御
す
る

１5
当
に
以
て
天
下
の
父
母
と
与
に
し
て
、

万
人
の
塗
炭
を
漉
わ
ん
が
為
な
り

当
に
以
て
天
下
の
父
母
与
し
て
、

万
人
塗
炭
を
漉
わ
ん
が
為
な
り

当
に
以
て
天
下
の
父
母
と
与
ん
じ
て
、

万
人
の
塗
炭
を
漉
わ
ん
が
為
な
り

版
：�

当
に
天
下
の
父
母
と
与
ん
じ
て
、�

万
人
の
塗
炭
を
漉
わ
ん
と
以
為
え
り

朱
：�

当
に
以
て
天
下
の
父
母
と
与
ん
じ
て
、�

万
人
の
塗
炭
を
漉
わ
ん
が
為
な
り
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１6
若
使（
も
し
）主
上
、
之
れ
を
行
へ
ば

若
使（
た
と
い
）主
上
、
之
れ
を
行
え
ば

若
使（
も
し
）主
上
、
之
れ
を
行
へ
ば

版
：
若
使（
も
し
）主
上
、
之
れ
を
行
へ
ば

朱
：�

若
し
主
上
を
し
て
、
之
れ
を
行
な
わ
使
む
る

と
き
は

１7
之
れ
に
遵
へ
ば

之
れ
に
遵
へ
ば

之
れ
に
遵
へ
ば

版
：
之
れ
に
遵
へ
ば

朱
：
之
れ
に
遵
う
と
き
は

１8
口
に
は
是
す
れ
ど
も

口
に
は
是
す
れ
ど
も

口
は
是
な
れ
ど
も

版
：
口
に
は
是
す
れ
ど
も

朱
：
口
は
是
な
れ
ど
も

１9
自
己
が

自
己
の

自
己
の

版
：
自
己（
お
の
）が

朱
：
自
己（
じ
こ
）の

2０
然
る
に
今

頼
：
然
る
を
今

根
：
然
る
に
今

然
る
に
今

版
：
然
る
を
今

朱
：
然
る
に
今

2１
天（
は
る
か
）に
殊（
こ
と
）な
り

天
殊
な
り
・
天（
は
る
か
）に
殊（
こ
と
）な
り

天（
は
る
か
）に
殊
な
り

版
：
天（
は
る
か
）に
殊
な
り

朱
：
天
殊
な
り

22
一
命
の
如
き
は

一
命
の
如
き
は

一
た
び
命
ず
る
が
如
き
は

版
：
一
命
の
如
き
は

朱
：
一
た
び
命
ず
る
が
如
き
は

23
斯
の
言
、
噵
う
こ
と
莫
れ

頼
：
斯
の
言
、
噵
う
こ
と
莫
れ

根
：
噵
う
こ
と
莫
れ
、
斯
の
言

噵
う
こ
と
莫
れ
、
斯
の
言

版
：
斯
の
言
、
噵
う
こ
と
莫
れ

朱
：
噵
う
こ
と
莫
れ
、
斯
の
言

24
出
る
期
無
し

出
期
無
し

出
期
無
ん

版
：
出
る
期
、
無
し

朱
：
出
期
無
け
ん

25
真
言
乗
と
は

真
言
乗
と
は

真
言
乗
と
い
う
者

版
：
真
言
乗
と
は

朱
：
真
言
乗
と
い
う
者

26
然
る
を
今

頼
：
然
る
を
今

根
：
然
る
に
今

然
る
に
今

版
：
然
る
を
今

朱
：
然
る
に
今

27
相
和
す
る
こ
と
如
何

相
い
和
せ
ん
こ
と
如
何

相
和
せ
ん
こ
と
如
何

版
：
相
和
す
る
こ
と
如
何

朱
：
相
和
せ
ん
こ
と
如
何

28
坐
贓
を
も
断
わ
る
而
已

坐
贓
し
て
断
わ
る
而
已

坐
贓
の
断
而
已

版
：
坐
贓
を
も
断
る
而
已

朱
：
坐
贓
の
断
而
已

29
縛（
ば
く
）せ
被
る

縛（
ば
く
）せ
被
る
・
縛（
し
ば
）被
る

縛（
ば
く
）せ
被
る

版
：
縛（
ば
く
）せ
被
る

朱
：
縛（
し
ば
）被
る
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3０
召（
よ
）ば
ざ
れ
ど
も

召（
め
）さ
ざ
れ
ど
も
・
召（
よ
）ば
ざ
れ
ど
も

召（
よ
）ば
ざ
れ
ど
も

版
：
召（
め
）さ
ざ
れ
ど
も

朱
：
召（
ま
ね
）か
ざ
れ
ど
も

3１
心
無
け
れ
ど
も
／
念
無
け
れ
ど
も

心
無
け
れ
ど
も
／
念
無
け
れ
ど
も

無
心
な
れ
ど
も
／
無
念
な
れ
ど
も

版
：
心
無
け
れ
ど
も
／
念
無
け
れ
ど
も

朱
：
無
心
な
れ
ど
も
／
無
念
な
れ
ど
も

32
之
れ
に
容
る

之
れ
に
容
る

之
れ
を
容
る

版
：
之
れ
に
容
る

朱
：
之
れ
を
容
る

33
極
め
て
多
し

極
め
て
多
か
り
き

極
め
て
多
し

版
：
極
め
て
多
し

朱
：
極
め
て
多
か
り
き

34
所
由
を
説
き
た
ま
え
り
。
事
…

所
由
の
事
を
説
き
た
も
う

所
由
を
説
き
た
ま
え
り
。
事
…

版
：
所
由
を
説
き
た
も
う
事
、

朱
：
所
由
を
説
き
た
ま
え
り
。
事
…

35
文
煩
わ
し
く
し
て

文
煩
わ
し
け
れ
ば

文
煩
わ
し
け
れ
ば

版
：
文
煩
わ
し
ゅ
う
し
て

朱
：
文
煩
わ
し
け
れ
ば

36
要
覧
の
者
、
閲
耳

要
覧
の
者
、
閲
か
ん（
閲（
み
）よ
）耳

要
覧
の
者
は
閲
せ
ん
耳

版
：
要
覧
の
者
、
閲
か
ん
耳

朱
：
要
覧
の
者
は
閲
せ
ん
耳

37
十
二
因
縁
を
生
ず
る
を

十
二
因
縁
を
生
ず
る
と
を

十
二
因
縁
を
生
ず
る
を

版
：
十
二
因
縁
を
生
ず
る
を

朱
：
十
二
因
縁
を
生
ぜ
し
を

38
深
く
観
念
し

深
く
観
念
し

深
く
観
念
す

版
：
深
く
観
念
し

朱
：
深
く
観
念
す

39
転
ぜ
ず
し
て

転
ぜ
ず

転
ぜ
ず

版
：
転
ぜ
ず
し
て

朱
：
転
ぜ
ず

4０
二
乗
の
人
、
声
聞
は

二
乗
の
人
あ
り
。
声
聞
は

二
乗
の
人
は
声
聞
は

版
：
二
乗
の
人
、
声
聞

朱
：
二
乗
の
人
は
、
声
聞
は

4１
太
虚
空
の
湛
然
常
寂
な
る
が
如
し

太
虚
空
の
如
く
し
て
湛
然
と
し
て
常
寂
な
り

太
虚
空
の
湛
然
常
寂
な
る
が
如
し

版
：
太
虚
空
の
如
く
し
て
湛
然
常
寂
な
り

朱
：
太
虚
空
の
湛
然
常
寂
な
る
が
如
し

42
仏
に
至
る
こ
と
を
得

仏
に
至
る
こ
と
を
得
・
仏
に
至
る
こ
と
を
得
べ
し

仏
に
至
る
こ
と
を
得

版
：
仏
に
至
る
こ
と
を
得
べ
し

朱
：
仏
に
至
る
こ
と
を
得

　
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
と
『
堅
康
本
』
の
読
み
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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（
１
）�

運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
と
『
堅
康
本
』
の
朱
書
き
の
読
み
が
同
じ
も
の
：2.3.4.5.6.8.9.１０.１2.１4.１5.１8.１9.2０.22.23.24.25.26.�

27.28.3１.32.34.35.36.38.39.4０.4１.42
（
２
）
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
と
『
堅
康
本
』
の
印
字
さ
れ
た
読
み
が
同
じ
も
の
：1.7.１１.１3.１6.１7.2１.29.33.37

（
３
）
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
が
『
堅
康
本
』
の
朱
書
き
・
印
字
さ
れ
た
読
み
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
も
の
：3０

　（
１
）
の
、
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
と
、『
堅
康
本
』
の
印
字
さ
れ
た
読
み
は
相
違
す
る
も
の
の
、
朱
書
き
に
よ
っ
て
運
敞
『
纂
解
』

の
読
み
が
反
映
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
三
十
一
箇
所
。（
２
）
の
、
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
と
、『
堅
康
本
』
の
印
字
さ
れ
た
読
み
と
が

そ
も
そ
も
同
じ
も
の
が
十
箇
所
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
堅
康
本
』
に
は
（
３
）
の
一
箇
所
を
除
い
て
、
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
が
、

印
字
・
朱
書
き
の
違
い
は
あ
れ
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
堅
康
が
活
躍
し
た
江
戸
後
期
の
智
積
院

に
、
運
敞
の
読
み
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
前
稿
同
様
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
続
い
て
前
稿
同
様
に
、（
２
）
の
『
堅
康
本
』
に
印
字
さ
れ
た
読
み
が
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
と
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

さ
ら
に
別
の
読
み
が
朱
に
よ
っ
て
併
記
さ
れ
て
い
る
十
箇
所
の
読
み
に
関
し
て
、
何
に
基
づ
い
た
も
の
な
の
か
を
確
認
す
る
た
め
、

『
新
文
庫
本
』
の
読
み
と
の
比
較
を
行
う
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

❶
十
箇
所
の
朱
書
き
の
読
み
が
『
新
文
庫
本
』
に
み
ら
れ
る
も
の
：1.7.2１.29.33

❷
十
箇
所
の
朱
書
き
の
読
み
が
『
新
文
庫
本
』
に
み
ら
れ
な
い
も
の
：１１.１3.１6.１7.37

　
前
稿
の
分
析
で
は
（
２
）
の
朱
書
き
の
多
く
が
『
新
文
庫
本
』
に
記
さ
れ
た
読
み
と
同
じ
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
朱
書
き
が
『
新

文
庫
本
』
に
基
づ
い
た
読
み
で
あ
る
と
の
推
測
を
行
っ
た
。
一
方
、
本
稿
で
は
、
❷
の
よ
う
に
『
新
文
庫
本
』
に
み
ら
れ
な
い
読
み

も
五
箇
所
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
五
箇
所
の
読
み
は
頼
瑜
『
勘
註
』
の
読
み
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
堅
康
本
』

に
み
ら
れ
る
こ
の
五
箇
所
の
朱
書
き
の
読
み
は
頼
瑜
『
勘
註
』、『
新
文
庫
本
』、
運
敞
『
纂
解
』
の
い
ず
れ
に
も
み
ら
れ
な
い
読
み
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
に
て
、「
運
敞
の
書
き
込
み
が
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』」（
現
在
の
と
こ
ろ
所
在
不
明
）
に
つ
い
て
言
及
を

行
い
、
そ
れ
が
『
新
文
庫
本
』
の
読
み
を
多
く
採
用
し
た
も
の
で
、
運
敞
『
纂
解
』
と
は
異
な
る
読
み
を
示
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と

い
う
推
測
を
行
っ
た
。
堅
康
本
の
奥
書（
７
）を

信
頼
す
る
な
ら
ば
、『
堅
康
本
』
の
朱
書
き
は
運
敞
が
校
合
し
て
加
点
し
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
こ
の
五
箇
所
の
読
み
も
「
運
敞
の
書
き
込
み
が
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
少
な
く
と

も
こ
の
五
箇
所
に
つ
い
て
は
、
前
稿
の
推
測
【「
運
敞
の
書
き
込
み
が
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』」
が
『
新
文
庫
本
』
の
読
み
を
多
く
採
用

し
た
も
の
で
あ
る
】
と
は
異
な
り
、『
新
文
庫
本
』
由
来
の
読
み
で
な
い
と
い
え
よ
う
。
運
敞
が
『
纂
解
』
と
は
異
な
る
読
み
を
、

独
自
に
「
運
敞
の
書
き
込
み
が
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』」
に
付
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
一
方
で
、『
新
文
庫
本
』
以
外
の
史

料
も
参
考
に
し
て
い
た
可
能
性
も
大
い
に
考
え
う
る
で
あ
ろ
う
。

七
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
前
稿
の
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
上
に
引
き
続
き
、
本
稿
で
は
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
に
つ
い
て
、『
新
文
庫
本
』
の
翻
刻
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
『
新
文
庫
本
』
の
翻
刻
か
ら
得
ら
れ
た
読
み
と
、
頼
瑜
『
勘
註
』、
運
敞
『
纂
解
』、『
堅
康
本
』
に
記
さ
れ
る
読
み
に
関
し
て
、

前
稿
と
同
様
の
比
較
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

　
比
較
検
討
の
結
果
を
、
前
稿
の
検
討
結
果
を
基
に
改
め
て
示
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・�『
新
文
庫
本
』
の
頼
瑜
点
と
、
頼
瑜
『
勘
註
』
の
読
み
と
は
多
数
の
相
違
点
が
あ
る
の
で
、『
新
文
庫
本
』
の
頼
瑜
点
は
、
あ
く
ま

で
も
「
賢
秀
に
伝
承
さ
れ
た
頼
瑜
の
読
み
」
と
考
え
ら
れ
る
。

・�

運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
に
は
、『
新
文
庫
本
』
に
み
ら
れ
る
頼
瑜
点
、
根
来
点
が
適
宜
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
運
敞
は
特
定
の

一
つ
の
読
み
を
重
視
し
た
の
で
は
な
い
。
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・�『
堅
康
本
』
の
朱
書
き
の
読
み
は
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
を
反
映
し
た
も
の
が
多
数
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
が
、
概
ね
前
稿
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
巻
上
の
分
析
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
推
測
が
、

巻
中
の
分
析
に
よ
っ
て
さ
ら
に
補
強
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
一
方
、
前
回
の
報
告
と
は
若
干
異
な
っ
た
傾
向
も
み
ら
れ
た
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、『
堅
康
本
』
の
朱
書
き
は
運
敞
の
点
を
反
映
さ

せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
と
『
堅
康
本
』
の
朱
書
き
が
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
『
堅
康
本
』

の
朱
書
き
の
読
み
が
、
運
敞
『
纂
解
』
の
読
み
と
異
な
る
部
分
に
つ
い
て
、
前
稿
で
は
そ
の
大
部
分
が
『
新
文
庫
本
』
に
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
堅
康
が
閲
覧
し
た
「
運
敞
の
書
き
込
み
が
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』」
の
読
み
に
、『
新
文
庫
本
』
の
読
み
が
多
く
反
映
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
本
稿
の
結
果
を
み
る
と
、
前
稿
と
同
様
『
新
文
庫
本
』
の
読
み
も
み
ら
れ

た
が
、
そ
れ
に
加
え
、『
新
文
庫
本
』
の
読
み
と
異
な
る
も
の
も
複
数
箇
所
に
お
い
て
み
ら
れ
た
。
本
稿
の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、「
運

敞
の
書
き
込
み
が
あ
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』」
は
、『
新
文
庫
本
』
の
み
な
ら
ず
、
他
の
史
料
を
も
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
を
よ
り
強
く
意

識
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
引
き
続
き
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
下
の
報
告
を
行
い
た
い
。

註（
１
）【
巻
上
】

�

墨
点
声
仮
名
朱
引
朱
ノ
句
切
朱
ノ
導
　
頼
─
御
本
也
／
／

�

朱
点
声
仮
名
以
別
本
写
之
　
是
又
根
来
寺
点
也
／
／

�

【
巻
中
】

�

墨
声
墨
仮
名
并
点
朱
引
朱
ノ
導
句
切
　
頼
─
御
点
也
／
／

�
朱
点
朱
仮
名
朱
声
以
別
本
点
了
　
是
亦
根
来
寺
点
也
／
／

�
【
巻
下
】

�

墨
点
墨
声
并
仮
名
朱
引
朱
導
朱
ノ
句
切
　（
頼
─
）
御
本
也
／
／

�

朱
声
朱
仮
名
◦朱

点

以
別
本
之
根
来
寺
点
写
之
／
／
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（
２
）
た
だ
し
、
頼
瑜
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
に
関
し
て
は
、
閲
覧
の
容
易
さ

等
を
考
慮
し
て
『
真
言
宗
全
書
』
巻
一
一
所
収
の
も
の
を
使
用
し
た

た
め
、
必
ず
し
も
こ
の
読
み
が
「
頼
瑜
の
読
み
」
と
は
言
い
切
れ
な

い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
智
積
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
に
つ
い
て
は
前
稿
註
８
参
照
。

（
３
）
比
較
検
討
に
あ
た
っ
て
は
『
智
山
全
書
』
巻
七
所
収
の
『
秘
蔵
宝
鑰

纂
解
』
を
使
用
し
た
。
な
お
智
積
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
秘
蔵
宝

鑰
纂
解
』
に
つ
い
て
は
前
稿
註
９
参
照
。

（
４
）『
新
文
庫
本
』
巻
上
～
巻
下
全
体
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
前
稿
参

照
。

（
５
）『
古
語
大
鑑
』
巻
二
（
東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
六
）
を
参
照
し
た
。

（
６
）『
日
本
古
典
藉
書
誌
学
辞
典
』（
岩
波
書
店
・
一
九
九
九
）
を
参
照
し
た
。

（
７
）「
慶
安
元
年
五
月
念
日
旧
点
校
合
以
墨
加
之

（
朱
）今
以
朱
点
之

　
安
楽
寿
院
沙
門
運
敞
／

／
」（
堅
康
本
『
菩
提
心
論
』（
智
山
書
庫
二
一
─
四
九
─
一
八
）
一

六
丁
左
～
裏
表
紙
裏
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

秘
蔵
宝
鑰
、
智
積
院
、
十
巻
章
、
頼
瑜
、
運
敞
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